
茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（国語科） 学校番号　６

課程・学科・学年

全日課程・普通科・２学年

時期

月

週

単元名 　
指導

時数

単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞
評価方法 　主な学習活動 主な言語活動

教材及び教科等

横断的な視点等

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
ア　言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理解
すること。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む力≫
カ　人間、社会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付け
て、新たな観点から自分の考えを深めること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したり
することを可能にする働きがあることを理解した
り、人間、社会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付け
て、新たな観点から自分の考えを深めたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行うとともに、自
らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
ウ　文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めること。
≪情報の扱い方≫
ア　主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めること。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む力≫
ア　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要
旨を把握すること。
カ　人間、社会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付け
て、新たな観点から自分の考えを深めること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的
確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握する
ことに向けた粘り強い取り組みを行うとともに、
自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　　　生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　　　生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を伸ばし、思考力や想像力を伸ばす。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

　　　言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して

　　　その能力の向上を図る態度を養う。

科目名 単位数 使用教科書名（出版社）

論理国語 ２ 新　論理国語（三省堂）

科目の目標

（１）　実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。（知識及び技能）

（２）　論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深

めたりする

　　　ことができるようにする。（思考力・判断力・表現力等）

（３）　言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を

４月

１週

導入

言葉のはたらきを考える

「言葉は平等な内面を作り

出す」

Ｂ読

むこ

と

1

１教材文を読む。
２「言葉は平等な意味を作り
出す」とはどういうことか、
考えたことを話し合う。

イ　社会的な話題について
書かれた論説文やその関連
資料を読み、それらの内容
を基に、自分の考えを論述
したり討論したりする活
動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（ア）

４月

２週

～

５月

２週

１　論点を整理するために

「若者に友達プレッ

シャー」

「自分を捉え直す」

「他者を理解する」

Ｂ読

むこ

と

6

1 「友達プレッシャー」とは
どのようなことか。まとめ
る。
2 「同輩集団以外の多様な関
係を取り結べる環境を整えて
いくことではないか」（22・
1）と言えるのはなぜか、説明
する。
3「自分を捉え直す」において
「『本当の自分』という存在
を、ここでも捏造してはなら
ない」（28・8）のはなぜか、
説明する。
4 「分人はすべて、『本当の
自分』である」（30・6）とは
どういうことか、まとめる。
5「他者を理解する」において
「わかる、理解するというの
は、感情の一致、意見の一致
をみるということではない」
（36・12）とはどういうこと
か、筆者の考えをまとめる。
6 「わからないままに身をさ
らし合う果てしのないプロセ
ス」（38・8）とは何か、説明
する。

ウ　学術的な学習の基礎に
関する事柄について書かれ
た短い論文を読み、自分の
考えを論述したり発表した
りする活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（イ）



①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
ア　実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄に
ついて、書き手の立場や論点などの様々な観点か
ら情報を収集、整理して、目的や意図に応じた適
切な題材を決めること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、実社会や
学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き
手の立場や論点などの様々な観点から情報を収
集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を
決めることに向けた粘り強い取り組みを行うとと
もに、自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
ア　言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理解
すること。
ウ　文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めること。
≪情報の扱い方≫
イ　情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深め使うこと。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む≫
イ　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えること。
ウ　主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的
に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈すること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
情報を重要度や抽象度などによって階層化して整
理する方法について理解を深め使い、設定した題
材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情
報を関係付けて自分の考えを広げたり深めたりす
ることに向けた粘り強い取り組みを行うととも
に、自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
オ　個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味す
るなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自分
の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫するこ
と。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、個々の文
の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章
全体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確
に伝わる文章になるよう工夫することに向けた粘
り強い取り組みを行うとともに、自らの学習を調
整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
ウ　文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めること。
エ　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構成や展開の仕方について理
解を深めること。
≪情報の扱い方≫
ウ　推論の仕方について理解を深め使うこと。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む≫
イ　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握
し、内容や構成を的確に捉えること。
ウ　主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的
に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈すること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）

６月

１週

～

６月

４週

２ 正しく推論するために

「一人で爆笑」

「カタカナ語は享受すべき

か」

「世界のあり方」

Ｂ読

むこ

と

6

1 「『一人で爆笑する』とい
う表現は誤りだ」（57・6）と
いう主張に対して、筆者はど
のように反論しているか、ま
とめる。
2 「カタカナ語は享受すべき
か」という問いに対する筆者
の考えを、本文にそって整理
する。
3 「『正しい日本語』『美し
い日本語』の主張」（68 ・
9）とはどのようなものか、ま
とめる。
4 「『外来語』の排斥」
（68・8）に対するあなたの考
えをまとめる。
5 筆者が「ハサミ」の例を通
して主張していることを説明
する。
6 筆者が「世界像」という言
葉を用いているのはなぜか、
説明する。

イ　社会的な話題について
書かれた論説文やその関連
資料を読み、それらの内容
を基に、自分の考えを論述
したり討論したりする活
動。

論理・表現Ⅱ
［思考力・判
断力・表現
力］エ　書く
こと（イ）

５月

３週

～

５月

４週

１　論点を整理するために

「情報を整理する」

A書

くこ

と

5

1 伝えたいことを明確にし
て、目的や意図に応じた適切
な情報を収集する。
2 伝えたい情報を整理して、
自分の考えを表出する。

ア　特定の資料について、
様々な観点から概要などを
まとめる活動。

論理・表現Ⅱ
［思考力・判
断力・表現
力］エ　書く
こと（イ）

７月

３週

～

９月

２週

　３ 事例の意味を探るため

に

「それぞれのしっくりくる

言葉」

「多様な視点から考える」

「女性/男性だから○○」

Ｂ読

むこ

と

7

1 「それぞれのしっくりくる
言葉」に「それぞれ」とある
のはなぜか。説明する。
2 筆者が事例をどのような順
序であげているか整理し、そ
の上でその効果を説明する。
3 筆者はアニータ・サーキー
ジアンによって何に気づかさ
れたのか、まとめる。
4 本文で取りあげられている
事例の役割とその効果を整理
する。
5 「粘り強く対話を続けるし
かない」（99・14）という筆
者の主張について、話し合
う。
6 筆者の指摘する「異質平等
論」（104・9）の問題点を整
理する。
7 筆者の考える「自由」とは
どのようなものか、まとめ
る。

ウ　学術的な学習の基礎に
関する事柄について書かれ
た短い論文を読み、自分の
考えを論述したり発表した
りする活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）

７月

１週

～

７月

２週

　２ 正しく推論するために

「文章をリフォームする」

A書

くこ

と

5

1 文章を修正し、より伝わる
ものにリフォームする。

ウ　社会的な話題について
書かれた論説文やその関連
資料を参考にして、自分の
考えを短い論文にまとめ、
批評し合う活動。



③　主体的に学習に取り組む態度
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形
式など、文章の構成や展開の仕方について理解を
深め、主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判
的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味
して内容を解釈することに向けた粘り強い取り組
みを行うとともに、自らの学習を調整しようとす
ること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

７月

３週

～

９月

２週

　３ 事例の意味を探るため

に

「それぞれのしっくりくる

言葉」

「多様な視点から考える」

「女性/男性だから○○」

Ｂ読

むこ

と

7

1 「それぞれのしっくりくる
言葉」に「それぞれ」とある
のはなぜか。説明する。
2 筆者が事例をどのような順
序であげているか整理し、そ
の上でその効果を説明する。
3 筆者はアニータ・サーキー
ジアンによって何に気づかさ
れたのか、まとめる。
4 本文で取りあげられている
事例の役割とその効果を整理
する。
5 「粘り強く対話を続けるし
かない」（99・14）という筆
者の主張について、話し合
う。
6 筆者の指摘する「異質平等
論」（104・9）の問題点を整
理する。
7 筆者の考える「自由」とは
どのようなものか、まとめ
る。

ウ　学術的な学習の基礎に
関する事柄について書かれ
た短い論文を読み、自分の
考えを論述したり発表した
りする活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）



①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
イ　情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分
の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な
根拠をそろえること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、情報の妥
当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点
を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえ
ることに向けた粘り強い取り組みを行うととも
に、自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
ア　言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理解
すること。
エ　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構成や展開の仕方について理
解を深めること。
≪情報の扱い方≫
ウ　推論の仕方について理解を深め使うこと。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む≫
オ　関連する文章や資料を基に、書き手の立場や
目的を考えながら、内容の解釈を深めること。
カ　人間、社会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付け
て、新たな観点から自分の考えを深めること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
ア　言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理解
し、設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすることに向けた粘り強い取り組み
を行うとともに、自らの学習を調整しようとする
こと。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
エ　多面的・多角的な視点から自分の考えを見直
したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張
を明確にすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、多面的・
多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠
や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にする
ことに向けた粘り強い取り組みを行うとともに、
自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
エ　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論
の形式など、文章の構成や展開の仕方について理
解を深めること。
≪情報の扱い方≫
イ　情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深め使うこと。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む≫
ウ　主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的
に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈すること。
オ　関連する文章や資料を基に、書き手の立場や
目的を考えながら、内容の解釈を深めること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）

１０月

１週

～

１０月

４週

　４ 構成を吟味し説得力を

高めるために

「落語の中の経済学」

「ホンモノのおカネの作り

方」

「「展示」が伝えるもの」

Ｂ読

むこ

と

6

1 「『「千両みかん』の笑いの

ポイント」（126 ・1）は、ど

のようなところにあるのか。筆

者の考えを説明する。

2 「売買という交換によって

人々は得をする」（127 ・4）

のはなぜだろうか。筆者の考え

を説明する。

3 東京版と上方版で「千両とい

う値段をつける経緯が異なって

いる」（130・12）ことについ

て、筆者はどのように説明して

いるか。まとめる。

4 「預り手形」（136・1）が金

貨銀貨の代わりになるのはなぜ

か。その理由を二点あげて説明

する。

5 具体例を手がかりに「ホンモ

ノのおカネ」が生まれる「逆説

の作用」（138・5）とは何

か、まとめる。

6 「ホンモノのおカネを作る」

（139・7）には何が必要か指

摘する。

7 「陰鬱に科学するよりほかに

エ　同じ事柄について異な
る論点をもつ複数の文章を
読み比べ、それらを比較し
て論じたり批評したりする
活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（イ）

９月

３週

～

９月

４週

３ 事例の意味を探るために

「意見を書く」

A書

くこ

と

5

1 伝えたい内容の中心が明確
になるよう、文章の構成や明
確さを意識して意見をまとめ
る。
2 根拠の明確さなどについ
て、読み手からの助言などを
ふまえて、自分の文章のよい
点や改善点を見いだす。

イ　設定した題材につい
て、分析した内容を報告文
などにまとめたり、仮説を
立てて考察した内容を意見
文などにまとめたりする活
動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）

１１月

３週

～

１２月

３週

　５ 信頼性を吟味するため

に

「情報の内容を吟味する」

「なぜ私たちは労働するの

か」

「「すべり台社会」と”溜

め”」

Ｂ読

むこ

と

7

1 若者の勤労意識に関する調
査結果を読んで、考えを述べ
合う。
2 「『やりがいのある仕事』
という言葉は、年長世代と若
者世代の間では語義を異にし
ている」（171・5）とあるが
どういうことか、整理しよ
う。
3 「受験勉強とバイトという
二種類の『ワーク』の経験か
ら導きだした労働観」（173・
14）とはどのようなものか。
それぞれ説明する。
4 筆者の考える「労働の本
質」（174・14）とはどういう
ことか、まとめる。
5 「すべり台社会」（178・
2）とは具体的にどういうこと
か、まとめる。
6 「〝溜め〟という言葉で
語ってきた」（183・1）とあ
るが「〝溜め〟」とは何か、
整理する。
7 アマルティア・センの引用
は筆者の論点にどのような効
果をもたらしているか、具体
的に説明する。

エ　同じ事柄について異な
る論点をもつ複数の文章を
読み比べ、それらを比較し
て論じたり批評したりする
活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（イ）

１１月

１週

～

１１月

２週

　４ 構成を吟味し説得力を

高めるために

「レポートを書く」

A書

くこ

と

5

1 情報を整理し、伝えたい内
容を明確にして、レポートを
書く。
2 レポートの構成を理解し
て、効果的に伝わるようにす
る。

ウ　社会的な話題について
書かれた論説文やその関連
資料を参考にして、自分の
考えを短い論文にまとめ、
批評し合う活動。



③　主体的に学習に取り組む態度
情報を重要度や抽象度などによって階層化して整
理する方法について理解を深め、設定した題材に
関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を
関係付けて自分の考えを広げたり深めたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行うとともに、自
らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
イ　情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分
の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な
根拠をそろえること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、情報の妥
当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点
を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえ
ることに向けた粘り強い取り組みを行うととも
に、自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
ア　言葉には、言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理解
すること。
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
≪情報の扱い方≫
ウ　推論の仕方について理解を深め使うこと。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪読む≫
ウ　主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的
に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈すること。
オ　関連する文章や資料を基に、書き手の立場や
目的を考えながら、内容の解釈を深めること。
キ　設定した題材に関連する複数の文章や資料を
基に、必要な情報を関係付けて自分の考えを広げ
たり深めたりすること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
推論の仕方について理解を深め、設定した題材に
関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報を
関係付けて自分の考えを広げたり深めたりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行うとともに、自
らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

①　知識・技能
≪言葉の特徴や使い方≫
イ　論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。

小テスト
定期考査の素
点

②　思考・判断・表現
≪書く≫
イ　情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分
の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な
根拠をそろえること。

成果物の確認
（ワークシー
トの内容評
価）

③　主体的に学習に取り組む態度
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするた
めに必要な語句の量を増し、文章の中で使うこと
を通して、語感を磨き語彙を豊かにし、情報の妥
当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点
を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえ
ることに向けた粘り強い取り組みを行うととも
に、自らの学習を調整しようとすること。

振り返りシー
トの内容評価
単元シートの
見通しと振り
返りの記入内
容確認

0

30

40

１１月

３週

～

１２月

３週

　５ 信頼性を吟味するため

に

「情報の内容を吟味する」

「なぜ私たちは労働するの

か」

「「すべり台社会」と”溜

め”」

Ｂ読

むこ

と

7

1 若者の勤労意識に関する調
査結果を読んで、考えを述べ
合う。
2 「『やりがいのある仕事』
という言葉は、年長世代と若
者世代の間では語義を異にし
ている」（171・5）とあるが
どういうことか、整理しよ
う。
3 「受験勉強とバイトという
二種類の『ワーク』の経験か
ら導きだした労働観」（173・
14）とはどのようなものか。
それぞれ説明する。
4 筆者の考える「労働の本
質」（174・14）とはどういう
ことか、まとめる。
5 「すべり台社会」（178・
2）とは具体的にどういうこと
か、まとめる。
6 「〝溜め〟という言葉で
語ってきた」（183・1）とあ
るが「〝溜め〟」とは何か、
整理する。
7 アマルティア・センの引用
は筆者の論点にどのような効
果をもたらしているか、具体
的に説明する。

エ　同じ事柄について異な
る論点をもつ複数の文章を
読み比べ、それらを比較し
て論じたり批評したりする
活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（イ）

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］カ　書く
こと（イ）

２月

１週

～

２月

４週

　６ 隠れた前提を探すため

に

「地球上の「旅人」」

「誰かの靴を履いてみるこ

と」

「スポーツとナショナリズ

ム

Ｂ読

むこ

と

7

1 「私にとってはどこもかし
こも『アウェイ』……、それ
が実は心地よい。」（202・7
～8）とあるが、なぜそのよう
に考えるのか。筆者の幼少期
の体験を整理しながら説明す
る。
2 筆者の考える「地球上の
『旅人』」（205・11）とはど
のように生きる人か、まとめ
る。
3 「誰かの靴を履いてみるこ
と」（210・5）とはどういう
ことか、まとめる。
4 「息子」との会話が本文に
どのような効果をもたらして
いるか、まとめる。
5 「十一歳の子どもたちがエ
ンパシーについて学んでいる
というのは特筆に値する」
（213・12）と述べる筆者の思
いを説明する。
6 「このようにオリンピック
や……見いだされる。」
（218・2.3）とあるが、「ス
ポーツとナショナリズムとの
密接な関係」とはどういうこ
とか。本文の具体例に基づい
て説明する。
7 スポーツにおけるナショナ
リズムが「『野蛮化』に結び
つく危うさを常に持ち合わせ
ている」（222・14）のはなぜ
か。その理由を説明する。

エ　同じ事柄について異な
る論点をもつ複数の文章を
読み比べ、それらを比較し
て論じたり批評したりする
活動。

英語コミュニ
ケーションⅡ
［思考力・判
断力・表現
力］ウ　読む
こと（イ）

１月

２週

～

１月

４週

　　５ 信頼性を吟味するた

めに

「投書を書く」

A書

くこ

と

5

1 主張を支える論拠として情
報の妥当性や信頼性を吟味
し、投書を書く。
2 読み手にわかりやすい表現
の工夫をまとめる。

イ　設定した題材につい
て、分析した内容を報告文
などにまとめたり、仮説を
立てて考察した内容を意見
文などにまとめたりする活
動。

論理・表現Ⅱ
［思考力・判
断力・表現
力］エ　書く
こと（イ）

領

域

ご

と

の

指

導

時

間

数

の

計

　話すこと・聞くこと

　書くこと

　読むこと

３月

１週

～

３月

３週

　６ 隠れた前提を探すため

に

「レビューを書く」

A書

くこ

と

５

1 主張を支える論拠として情
報の妥当性や信頼性を吟味
し、投書を書く。
2 読み手にわかりやすい表現
の工夫をまとめる。

イ　設定した題材につい
て、分析した内容を報告文
などにまとめたり、仮説を
立てて考察した内容を意見
文などにまとめたりする活
動。
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茨城県立多賀学校　年間指導計画　（国語科） 学校番号　６

課程・学科・学年

全日制・普通科・２学年

時期

月

週

単元名 領域
指導

時数

単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞
評価方法 　主な学習活動 主な言語活動

教材及び教科等

横断的な視点等

①知識・技能
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがある
ことを理解している。（(1)ア）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

②思考・判断・表現
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描
写の仕方などを的確に捉えている。
（Ｂ(1)ア）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

●発想の展開を捉える

「虹の雌雄」

③主体的に学習に取り組む態度
　言葉には、想像や心情を豊かにする働きがある
ことを理解したり、文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えたり
することに向けた粘り強い組みを行う中で、自ら
の学習を調整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

1　虹をめぐる筆者の思いと賢
治の詩とは、どのように響き
合っているか、まとめる。
2 「虹が見せる熱のない炎」
（27・7）とは何を表現してい
るか、また、それをなぜ「畏
れながら慕う」（27・7）の
か、短い文章にまとめる。

①知識・技能
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、
考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解
を深めている。(（２）「読書」イ）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

②思考・判断・表現

・文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈

の多様性について考察している。(A（１）エ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

●読みの広がりを追う

「雉始雊」

③主体的に学習に取り組む態度

人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ

方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい

て理解を深めたり、文章の構成や展開、表現の仕

方を踏まえ、解釈の多様性について考察したりす

ることに向けた粘り強い取り組みを行う中で、自

らの学習を調整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

1 「わたし」と「サネスケ」
はどのような人物として描か
れているか、簡潔にまとめ
る。
2 「わたし」や「サネスケ」
にとって、「雉」はどのよう
な意味をもっているのかを話
し合う。
3　物語の進行に伴って、この
小説の全容がしだいに明らか
になっていく過程を、箇条書
きにして整理する。

①　知識・技能
我が国の言語文化
・人間、社会、自然などに対するものの見方、感
じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につ
いて理解を深めている。(（2)｢読書｣イ）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）

エ　グループで同じ題材を
書き継いで一つの作品をつ
くるなど、共同で作品制作
に取り組む活動。

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　　　生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　　　生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を伸ばし、思考力や想像力を伸ばす。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

　　　言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して

科目名 単位数 使用教科書名（出版社）

文学国語 ２ 　新　文学国語（三省堂）

科目の目標

言葉による見方考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

(2)深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ

たり

   深めたりすることができるようにする。

(3)言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して

４月

２～３

週

１ 発想と感覚　文学の言葉

を感じ取る

●言葉の響きを味わう

「二十億光年の孤独」

Ｂ読

むこ

と

5

1 「宇宙はひずんでいる／そ
れ故みんなはもとめ合う」、
「宇宙はどんどん膨んでゆく
／それ故みんなは不安であ
る」とは、どういう状況を描
いているのか話し合う。
2 「僕」とは何を表現してい
るのか、考える。
3 「二十億光年の孤独に／僕
は思わずくしやみをした」と
いう表現には、どんなおもし
ろさがあるか、考えをまとめ
る。

５月

３～４

週

表現プラザ1

みんなでつなぐリレー小説

Ａ書

くこ

と

４

１　グループでリレー形式の
小説を書いて、相互に感想を
交換する。

「冒頭書き出
し例集」

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
カ（ア）との
関連

カ　作品に関連のある事柄
について様々な資料を調
べ、その成果を発表したり
短い論文などにまとめたり
する活動。

「二十億光年
の孤独」
（谷川俊太
郎）

「虹の雌雄」
（蜂飼耳）

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
ウ（ア）との
関連

４月

４週～

５月

２週

２ 読みの深まり　解釈の多

様性を楽しむ

●さまざまな読み方を考え

る

「予感」

Ｂ読

むこ

と

7

1 「わたし」の行動と気持ち
の変化を、物語の展開に即し
て整理する。
2 「わたし」はどのような人
物として描かれているか。
「いつか、これに似た何かが
起こるという予感はあっ
た。」（32・4）という表現や
「わたし」の言動を手がかり
に、まとめる。
3 「もう一度実家に電話し
た」（35・12）ときに、電話
の相手の声が二転三転してい
るように「わたし」が感じた
のはなぜか、考える。

ア　作品の内容や形式につ
いて、書評を書いたり、自
分の解釈や見解を基に議論
したりする活動。

「予感」

「雉始雊」



②　思考・判断・表現
・読み手の関心が得られるよう、文章の構成や展
開を工夫している。（Ａ(1)イ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）

③　主体的に学習に取り組む態度
例）言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解したり、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えた
りすることに向けた粘り強い取り組みを行う中
で、自らの学習を調整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

５月

３～４

週

表現プラザ1

みんなでつなぐリレー小説

Ａ書

くこ

と

４

１　グループでリレー形式の
小説を書いて、相互に感想を
交換する。

「冒頭書き出
し例集」

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
カ（ア）との
関連



①　知識・技能
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。((1)イ）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1 「虎」になる前の李徴はど
のような人物として描かれて
いるか、読み取ったことをま
とめる。

ア　作品の内容や形式につ
いて、書評を書いたり、自
分の解釈や見解を基に議論
したりする活動。

②　思考・判断・表現
・作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然
などに対するものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。（Ｂ(1)カ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

2　袁傪はどのような人物とし
て描かれているか。また、李
徴にとって袁傪はどういう存
在か、簡潔にまとめる。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

3　李徴は自分が虎になってし
まった理由をどのように捉え
ているか。次の表現に留意
し、考える。
　①理由もわからずに……生
き物のさだめだ。（72・10）
②ともに、我が臆病な自尊心
と、尊大な羞恥心とのせいで
ある。（77・3）
③事実は、才能の不足を暴露
するかもしれないとの卑怯な
危惧と、……おれのすべて
だったのだ。（77・13）
④飢え凍えようとする妻子の
ことよりも、……こんな獣に
身を堕とすのだ。（79・11）
4　最後に李徴が叢を出て、自
らの姿を袁傪の目にさらした
のはなぜだろうか、考えてま
とめる。

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1　次の①～⑤は、それぞれど
のような様子を表現している
か、他の言葉で説明する。
①びょおびょお泣きながら
（86上・2）
②匂やかな風に、毛をそよが
せて目をほそめる（86下・6）
③無愛想にぼそっと言って
（87上・15）
④蚊のなくような涙声で（87
下・1）
⑤晴れたま昼の、冬の匂いが
した(89下・2)

ウ　小説を、脚本や絵本な
どの他の形式の作品に書き
換える活動。

「デューク」

①　知識・技能
・文学的な文章における文体の特徴や修辞などの
表現の技法について、体系的に理解し使ってい
る。((1)エ）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1 「今までの少年たち」
（101・2）に対して、老夫婦
はどのような思いをもってい
たのか。「ありがとう」
（102・12）を手がかりにし
て、考えをまとめる。

ア　作品の内容や形式につ
いて、書評を書いたり、自
分の解釈や見解を基に議論
したりする活動。

②　思考・判断・表現
・語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色
について評価することを通して、内容を解釈して
いる。（Ｂ(1)イ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

2 「主とおかみさんの胸の内
に共鳴したのか、暖炉の炎が
激しくはぜる」（99・15）と
いう表現の効果について、考
える。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

3 「主」（=男性の老人）、
「少女」（=若い女性）を特徴
づける言葉遣いを抜き出す。

イ　作品の内容や形式に対
する評価について、評論や
解説を参考にしながら、論
述したり討論したりする活
動。

1　最後の場面で老人の言葉が
繰り返されることに、どのよ
うな効果があるか、考える。
2　この作品で、語り手がどの
ように交代しているかを整理
する。また、そのことがどの
ような効果をもたらしている
か、考えをまとめる。

７月

１～３

週

４ 作品の挑戦　作家のスト

ラテジーを読み解く

Ｂ読

むこ

と

5

「少年という
名前のメカ」

「バース
ディ・ガー
ル」

③　主体的に学習に取り組む態度
例）文学的な文章における文体の特徴や修辞など
の表現の技法について、体系的に理解し使った
り、語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特
色について評価することを通して、内容を解釈し
たりすることに向けた粘り強い取り組みを行う中
で、自らの学習を調整しようとしている。

６月

１～４

週

３ 人間の姿と心　心情の表

現に読みひたる

Ｂ読

むこ

と

１０

「山月記」

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
ウ（ア）との
関連

③　主体的に学習に取り組む態度
例）情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしたり、作品の内容や解釈を踏ま
え、人間、社会、自然などに対するものの見方、
感じ方、考え方を深めたりすることに向けた粘り
強い取り組みを行う中で、自らの学習を調整しよ
うとしている。



①　知識・技能
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがある
ことを理解している。((1)ア）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1　作者や登場人物の心情を自
由に想像して、詩を一人称で
語る文章に書き換え、お互い
に批評する。

イ　登場人物の心情や情景
の描写を、文体や表現の技
法等に注意して書き換え、
その際に工夫したことなど
を話し合ったり、文章にま
とめたりする活動。

「未知へ」
「夕焼け」
「売炭翁」

②　思考・判断・表現
・文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じ
て情報を収集、整理して、表現したいことを明確
にしている。(Ａ(1)ア)

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
カ（ア）との
関連

③　主体的に学習に取り組む態度
例）言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。文学的な文章を書くため
に、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、
表現したいことを明確にしたりすることに向けた
粘り強い取り組みを行う中で、自らの学習を調整
しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

①　知識・技能
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴
などについて理解を深めている。((1）ウ）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1　次の点について考えをまと
める。
①「私」（=先生）はＫのこと
をどう捉えていたか、また、
「お嬢さん」に恋をしたこと
により、それがどのように変
わったか。
②「私」（=先生）と「お嬢さ
ん」は、それぞれ相手に対し
てどのような感情を抱いてい
たか、考えをまとめる。
2　次のときの「私」（=先
生）の心情を考える。
①「精神的に向上心のないも
のはばかだ」（156上・7）
②「おれは策略で勝っても人
間としては負けたのだ」（169
上・7）

ア　作品の内容や形式につ
いて、書評を書いたり、自
分の解釈や見解を基に議論
したりする活動。

「こころ」

外国語科「英
語コミュニ
ケーション
Ⅱ」２（３）
ウ（ア）との
関連

②　思考・判断・表現
・作品に表れているものの見方、感じ方、考え方
を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい
る。(Ｂ(1)オ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

3 次の言動をした時のＫの心
情を説明する。
①「ばかだ」とやがてＫが答
えました。「僕はばかだ」
（157上・8）
②すると彼は卒然「覚悟？」
と聞きました。……「覚悟、
―覚悟ならないこともな
い。」とつけ加えました。
（158下・4）

③　主体的に学習に取り組む態度
例）文学的な文章やそれに関する文章の種類や特
徴などについて理解を深めたり、作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を捉えるととも
に、作品が成立した背景や他の作品などとの関係
を踏まえ、作品の解釈を深めたりすることに向け
た粘り強い取り組みを行う中で、自らの学習を調
整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

4 次の表現が象徴・暗示する
ことを考える。
①私はちょうど他流試合でも
する人のようにＫを注意して
見ていたのです。（155下・
5）
②私にはＫがその刹那に居直
り強盗のごとく感ぜられたの
です。（157上・11 ）
③「それでも私はついに私を
忘れることができませんでし
た。」（170上・7）

①　知識・技能
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言
語文化の特質について理解を深めている。((2)
ア）

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1　全体を四つの部分に分け、
「わたくし」の行動と心情の
変化をまとめる。
2　次の詩句には、「わたく
し」のどのような心情があら
われているか、説明する。
①うすあかくいつそう陰惨な
雲
②みなれたちやわんのこの藍
のもやう
③やさしくあをじろく燃えて
ゐる
④あんなおそろしいみだれた
そらから／このうつくしい雪
がきたのだ
3 「（あめゆじゆとてちてけ
んじや）」の繰り返し表現
は、この詩にどのような効果
をもたらしているか、また、
「（Ora Orade Shitori
egumo）」、「（うまれでくる
たて……うまれてくる）」の
表記の仕方には、どのような
効果があるか、それぞれ説明
する。

オ　テーマを立てて詩文を
集め、アンソロジーを作成
して発表し合い、互いに批
評する活動。

「永訣の朝」

②　思考・判断・表現
・他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効
果について考察している。(Ｂ(1)ウ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の

1　できごとの経過にそって、
「美登利」の気持ちの推移を
まとめる。
2 「美登利」と「信如」は、
それぞれどのような人物とし
て描かれているか、まとめ
る。

「たけくら
べ」

11月

１週～

12月

３週

６ 近代の創造　近代の文章

に価値を見いだす

Ｂ読

むこ

と

8

９月

１～３

週

表現プラザ２　想像からの

語り

Ａ書

くこ

と

5

９月

４週～

10月

４週

５ 意味と解釈　表現の意味

を捉え直す

Ｂ読

むこ

と

8



③　主体的に学習に取り組む態度
例）文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めたり、他の作
品と比較するなどして、文体の特徴や効果につい
て考察したりすることに向けた粘り強い取り組み
を行う中で、自らの学習を調整しようとしてい
る。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

1 「子規の二つの顔」とは、
どのような顔か、また、なぜ
そのような面が見えてきたと
いっているのか、考える。
2　子規の絶筆三句の滑稽味に
ついて、どのように捉えてい
るか、考える。

「正岡子規
もう一つの
顔」

11月

１週～

12月

３週

Ｂ読

むこ

と

8



①　知識・技能
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言
語文化の特質について理解を深めている。((2)
ア)

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の

1　和歌・俳句からストーリー
を想像して現代版歌物語を書
き、交流する。

ウ　古典を題材として小説
を書くなど、翻案作品を創
作する活動。

「古典和歌・
近世俳句」

②　思考・判断・表現
・文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み
手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫して
いる。(Ａ(1)ウ）

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

③　主体的に学習に取り組む態度
例）文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めたり、文体の
特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き
付ける独創的な文章になるよう工夫したりするこ
とに向けた粘り強い取り組みを行う中で、自らの
学習を調整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

①　知識・技能
・文学的な文章を読むことを通して、我が国の言
語文化の特質について理解を深めている。((2)
ア)

・授業中の発言
や課題の完成度
の点検(abc）
・確認テストの
点数評価（abc）
・定期考査（①
を図る問題）の
点数評価（abc）

1 「項羽と劉邦」の本文（228
～231ページ）で描かれる両者
の争いの経過と結末につい
て、年表として、簡潔にまと
める。
2 項羽の敗因と劉邦の勝因に
ついて、本文に書かれた内容
を200字程度でまとめる。

 「項羽と劉邦
─『史記』を
読む」

②　思考・判断・表現
・作品に表れているものの見方、感じ方、考え方
を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めてい
る。(Ｂ(1)オ)

・対話的活動
（ペアワーク・
グループワーク
等）の観察
（abc）
・週末課題（レ
ポート等）の分
析（abc）
・定期考査（②
を測る問題）の
点数評価（abc）

1 筆者の評論と『大鏡』の原
文とを対照させながら、事件
の経過を時系列にそってまと
める。
2 『大鏡』では、兼家や道兼
をどのような人物として描い
ているか。本文中の『大鏡』
原文をあわせて読み、考えた
ことをまとめる。

カ　作品に関連のある事柄
について様々な資料を調
べ、その成果を発表したり
短い論文などにまとめたり
する活動。

「花山天皇の
退位─『大
鏡』を読む」

③　主体的に学習に取り組む態度
例）文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めたり、作品に
表れているものの見方、感じ方、考え方を捉える
とともに、作品が成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、作品の解釈を深めたりすること
に向けた粘り強い取り組みを行う中で、自らの学
習を調整しようとしている。

・振り返りカー
ドの記入分析
（abc）
・学習の取り組
みの観察（abc）
・週末課題の提
出状況の点検
（abc）

1 「歴史（日本紀）」「物
語」「歴史物語」は、どのよ
うな意味で使われているか、
考える。
2　『栄花物語』の作者が、
「両者を統一するという荒わ
ざを試みた」（248下・5）と
いうのはどういう意味か、考
える。

発展探究「歴
史から物語、
そして歴史物
語へ」

0

17

53

70

１月

２～４

週

表現プラザ３　現代に甦る

歌物語

Ａ書

くこ

と

8

指導時間数の合計

２月

１週～

３月

３週

７ 史実と虚構　歴史の語り

方について考える

Ｂ読

むこ

と

10

領

域

ご

と

の

指

導

時

間

数

の

計

　話すこと・聞くこと

　書くこと

　読むこと



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（国語科） 学校番号  ６

課程・学科・学年

全日制・普通科・２学年

時期

月

週

単元名
指導

時数

単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞
評価方法 　主な学習活動 主な言語活動

教材及び教科等

横断的な視点等

①　知識・技能
古文分野：古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。(１)ア

漢文分野：古典などを読むことを通して、我が国の文化の
特質や、我が国の文化と中国など外国の文化との関係につ
いて理解を深めている。（２）ア

　

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、構成や展開などを的確に捉えている。読むこと(１)ア

漢文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

　

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで古典特有の表現に注意して展開のおも
しろさを味わい、学習課題に沿って、内容を正確に読み取
ろうとしている。
　

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、古典を読むために必要な語句の量を増すことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。(１)ア

漢文分野：古典などを読むことを通して、我が国の文化の
特質や、我が国の文化と中国など外国の文化との関係につ
いて理解を深めている。（２）ア

　

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、構成や展開などを的確に捉えている。読むこと(１)ア

漢文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

　

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで古典特有の表現に注意して展開のおも
しろさを味わい、学習課題に沿って、内容を正確に読み取
ろうとしている。
　

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展
開の仕方について理解を深めている。(１)ウ

漢文分野：古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を深めてい
る。(１)エ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、必要に応じて書き手の
考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章
の構成や展開、表現の特色について評価している。読むこ
と(１)カ

漢文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
読むこと(１)イ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

        生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

       生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を伸ばし、思考力や想像力を伸ばす。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

       言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重して

科目名 単位数 使用教科書名（出版社）

古典探究 ２ 新編古典探究（東京書籍）

科目の目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自

分の思いや

     考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

（３】言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会

４月

第２週

～第４

週

古文

説話に親しむ(１)

・宇治拾遺物語

「小野篁広才のこと」

漢文

故事と小話(１)

・戦国策「蛇足」

・世説新語「断腸」

A 読

むこ

と

4

○言語文化での学習を踏まえ、説話
が出来事と人物造型のおもしろさを
語ることを押さえる。
・篁が「子」文字をどう読み解いた
のかを通して、言葉遊びのおもしろ
さを読み取る。
・帝と篁のやりとりのおもしろさを
まとめ、帝と篁の関係性について考
える。

○言語文化で学習した故事成語や覚
えている故事成語を発表し、故事成
語について確認する。
・故事成語のいわれや意味について
調べる。
・故事成語の現代における使い方を
調べ、自らも短文を作り相互に披露
し合う。

○文字の異なる読み方を用いた
言葉遊びに関して調べ、どのよ
うな点を生かしているのかを相
互に説明し合う活動。A(２)ア

○漢文を題材とした日本の文芸
について調べ、中国古典の受容
について報告する活動。A(２)オ

国語科（言語文
化）における知識
及び技能(１)アと
の関連。

５月

第１週

～第４

週

古文

説話に親しむ(２)

・十訓抄「大江山の歌」

・徒然草「空を飛ぶ倉」

漢文

故事と小話(２)

・呂氏春秋「知音」

・五雑組「畏饅頭」

A 読

むこ

と

6

○和歌を含んだ説話を読み取り、展
開のおもしろさを捉える。
・小式部内侍のとった行動を読み取
り、和歌に込められた思いを理解す
る。
○絵巻の内容も踏まえながら説話を
読み取り、内容についての理解を深
める。
・絵巻の絵が、本文のどの場面を描
いたものかを考える。

○漢文の読み方を確認し、興味を
持った内容を調べることで理解を深
める。
・脚注を参考にしながら本文を現代
語訳し、窮書生が饅頭を食べるため
に立てた計略を捉える。

○様々な説話集について、興
味・関心をもった内容を発表し
合う活動。A(２)ア

○漢文や和歌を題材とした古典
落語を調べ、その紹介文を書く
活動。A(２)イ

国語科（言語文
化）における知識
及び技能(１)アと
の関連。

芸術(音楽)におけ
る内容A(３)、
B(１)との関連。

６月

第１週

～第４

週

古文

随筆を読む(１)

・徒然草

「丹波に出雲といふ所あり」

漢文

唐詩

・盛唐の詩人（李白・杜甫ほ

か）

・中唐の詩人（白居易）

A 読

むこ

と

8

○随筆に表れている作者のものの見
方、感じ方、考え方を読み取る。
・聖海上人の言葉の変化に沿ってそ
の心情を読み取り、この話のおもし
ろさはどういうところにあるか考
え、話し合う。

○漢詩に描かれている情景や心情を
読み取り、優れた表現に親しむ。
・それぞれの作者について理解す
る。
・それぞれの詩の内容を捉える。
・唐詩の詩形、押韻、対句を確認
し、表現効果について考える。

○徒然草の成立と時代背景につ
いて調べ、作者独自の観点や人
間観について話し合う活動。
A(２)ア

○印象に残った詩を挙げ、表現
技法を参考にして自身の体験や
思いを表現し、発表により相互
に評価し合う活動。A(２)ウ



③　主体的に学習に取り組む態度
古文分野：進んで各章段の構成や展開、内容を的確に捉
え、学習課題に沿って作者のものの見方、感じ方、考え方
を読み取ろうとしている。

漢文分野：進んでさまざまな唐詩を読み味わい、学習課題
に沿って、言語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

芸術(音楽)におけ
る内容A(３)、
B(１)との関連。

６月

第１週

～第４

週

古文

随筆を読む(１)

・徒然草

「丹波に出雲といふ所あり」

漢文

唐詩

・盛唐の詩人（李白・杜甫ほ

か）

・中唐の詩人（白居易）

A 読

むこ

と

8

○随筆に表れている作者のものの見
方、感じ方、考え方を読み取る。
・聖海上人の言葉の変化に沿ってそ
の心情を読み取り、この話のおもし
ろさはどういうところにあるか考
え、話し合う。

○漢詩に描かれている情景や心情を
読み取り、優れた表現に親しむ。
・それぞれの作者について理解す
る。
・それぞれの詩の内容を捉える。
・唐詩の詩形、押韻、対句を確認
し、表現効果について考える。

○徒然草の成立と時代背景につ
いて調べ、作者独自の観点や人
間観について話し合う活動。
A(２)ア

○印象に残った詩を挙げ、表現
技法を参考にして自身の体験や
思いを表現し、発表により相互
に評価し合う活動。A(２)ウ



①　知識・技能
古文分野：古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展
開の仕方について理解を深めている。(１)ウ

漢文分野：古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。(２)イ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、必要に応じて書き手の
考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章
の構成や展開、表現の特色について評価している。読むこ
と(１)ウ

漢文分野：「読むこと」において、必要に応じて書き手の
考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章
の構成や展開、表現の特色について評価している。読むこ
と(１)ウ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：修辞などに注意しながら進んで文章の内容を
読み取り、学習課題に沿って、現代に通じる内容やテーマ
について考察しようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を深めてい
る。(１)エ

漢文分野：先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、
自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。(２)エ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
読むこと(１)イ

漢文分野：「読むこと」において、古典の作品や文章につ
いて、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げた
り深めたりしている。読むこと(１)オ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：修辞などに注意しながら進んで文章の内容を
読み取り、学習課題に沿って、現代に通じる内容やテーマ
について考察しようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(１)イ

漢文分野：時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の
言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めてい
る。(２)ウ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

漢文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
読むこと(１)イ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで登場人物の行動や心情、起こった出来
事などを捉え、学習課題に沿って感じたことを話し合おう
としている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(１)イ

漢文分野：時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の
言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めてい
る。(２)ウ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

漢文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
読むこと(１)イ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで登場人物の行動や心情、起こった出来
事などを捉え、学習課題に沿って感じたことを話し合おう
としている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を深めてい
る。(１)エ

漢文分野：先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、
自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。(２)エ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、古典の作品や文章を多
面的・多角的な視点から評価することを通して、我が国の
言語文化について自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。読むこと(１)ク

漢文分野：「読むこと」において、必要に応じて書き手の
考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章
の構成や展開、表現の特色について評価している。(１)ウ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

７月

第１週

～第３

週

古文

随筆を読む(２)

・徒然草

「花は盛りに」

漢文

文(１)

・雑説（韓愈）

A 読

むこ

と

7

○随筆を読み比べ、作者の考え方の
違いについて考察する。
・作者が花や月の美についてどのよ
うに考えているかを読み取る。
・「兼好法師が詞のあげつらひ」が
「花は盛りに」を批判した文章であ
ることを踏まえ、花や月についての
考え方の違いをまとめる。

○語句の意味や修辞に注意して内容
を読み取り、ものの見方や感じ方を
広げる。
・作者は伯楽と千里馬（名馬）の比
喩によって何を主張しようとしたの
かを考える。
・「雑説」の内容について、現代に
通じる点を考え、話し合う。

○同じ題材に関する複数の作
品、徒然草と玉勝間を読み比
べ、価値観や思想、時代背景な
どの相違点について議論を通し
て理解を深める活動。A(２)イ

○馬の比喩を用いた韓愈の主張
から、人間に対して得られる具
体的な事例について推察し、論
述する活動。A(２)キ

外国語(論理表現
Ⅰ)における思考
力、判断力、表現
力(２)アとの関
連。

公民(倫理)におけ
る内容A(１)、
B(２)との関連。

１０月

第１週

～第４

週

古文

作り物語を読む(１)

・竹取物語「天の羽衣」

漢文

史記を読む(１)

・四面楚歌

A 読

むこ

と

7

○作り物語の内容を叙述に即して読
み取り、そこに表れた人々の思いを
捉える。
・全文を通読し、概略を捉える。
・かぐや姫の言動に注目し、その人
物像について考え、手紙と歌に込め
た心情を理解する。
・天の羽衣を着ることによる、かぐ
や姫の変化について理解する。

○紀伝体による歴史叙述を知り、人
物の行動や心情、出来事について感
じたことを話し合う。
・句法に注意して書き下し、現代語
訳する。
・楚歌が項羽を驚かせた理由を把握
する。
・抜山蓋世の詩にこめられた項羽の
心情について考える。

○世界各地に分布する羽衣伝説
を調べ、竹取物語の独自性につ
いて報告書にまとめる活動。
A(２)イ

○史記に描かれた、項羽と劉邦
の争いに関連する動画などを参
考に、項羽の情感を生かせるよ
うセリフを朗読し合う活動。
A(２)エ

地理歴史(歴史総
合)における内容
A(１)(２)との関
連。

９月

第１週

～第４

週

古文

随筆を読む(３)

・方丈記「ゆく河の流れ」

漢文

文(２)

・桃花源記（陶潜）

A 読

むこ

と

7

○表現の特色に注意しながら、随筆
に表れている作者の考えを的確に捉
える。
・人と栖、ゆく河の流れと淀みに浮
かぶうたかたとの類似点について考
える。
・無常を争ふさまとはどのようなこ
とか考える。

○語句の意味や修辞に注意して内容
を読み取り、ものの見方や感じ方を
広げる。
・桃花源の村が、どのような村とし
て描かれているかを箇条書きにして
確認する。
・作者の陶潜がこの作品を書いた思
いについて考え、話し合う。

○方丈記で描かれる無常観につ
いて、作者の災害体験や、生き
た時代の戦乱との関わりなどに
ついて意見文を書く活動。A(２)
カ

○現代の小説や映画などから、
桃源郷のような「ユートピア」
を取り上げた作品と比較し、着
想の共通点などを話し合う活
動。A(２)ア

地理歴史(歴史総
合)における内容
A(１)(２)との関
連。

１２月

第１週

～第３

週

古文

和歌の世界

・小倉百人一首

漢文

中国の知恵(１)

・「出藍誉」（荀子）

・「侵官之害」（韓非子）

A 読

むこ

と

6

○和歌を多面的・多角的な視点から
評価することを通して、言語文化に
ついて自分の考えを深める。
・小倉百人一首について、収録され
た歌の分類などを理解する。
・和歌を読み比べ、その内容や技法
などについて理解を深める。
・歌合の持つ知的遊戯性について理
解する。

○古代中国のさまざまな考え方に触
れ、寓話や故事成語の意味について
理解を深める。
・それぞれのたとえ話が、元のもの
よりも優れたものとなっている例
と、ものの性質は後天的に矯正する
ことができる例であることを読み取
る。
・本文の内容に即して登場人物の言
動を整理し、韓の昭侯が典衣と典冠
の両方を罰した理由をまとめる。

○統一した歌題を設定し、グ
ループごとに和歌を競作して、
歌合として競い合う活動。A(２)
ウ

○「出藍誉」に由来する日本の
諺、及び親子関係に言及した同
様の意味の日本の諺について調
べ、報告書を書く活動。A(２)カ

言語文化における
思考力、判断力、
表現力(２)エとの
関連。

１１月

第１週

～第４

週

古文

作り物語を読む(２)

・竹取物語「富士の山」

漢文

史記を読む(２)

・項王自刎

A 読

むこ

と

8

○作り物語の内容を叙述に即して読
み取り、そこに表れた人々の思いを
捉える。
・全文を通読し、概略を捉える。
・かぐや姫に去られた帝の心情と行
動について考える。
・富士の山の名前のいわれについ
て、本文の内容をまとめる。
・天の羽衣を着ることによる、かぐ
や姫の変化について理解する。

○紀伝体による歴史叙述を知り、人
物の行動や心情、出来事について感
じたことを話し合う。
・句法に注意して書き下し、現代語
訳する。
・項羽が笑って烏江の亭長の申し出
を辞退した理由について理解し、そ
の笑いとはどのような笑いか、話し
合う。

○作品の伝奇的特質をふまえ、
昔話などの話型の普遍性と、そ
れを生んだ人々の思いについて
話し合う活動。A(２)ア

○後世の人々による項羽の生き
方の肯定的・否定的な捉え方
を、唐と北宋の時代の詩から知
り、自身はどのように捉えるか
を論述する活動。A(２)オ



③　主体的に学習に取り組む態度
古文分野：進んで和歌を多面的・多角的な視点から評価
し、学習課題に沿って言語文化についての自分の考えを深
めようとしている。

漢文分野：進んで古代中国のさまざまな考え方に触れ、学
習課題に沿って寓話や故事成語の意味について理解を深め
ようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

１２月

第１週

～第３

週

古文

和歌の世界

・小倉百人一首

漢文

中国の知恵(１)

・「出藍誉」（荀子）

・「侵官之害」（韓非子）

A 読

むこ

と

6

○和歌を多面的・多角的な視点から
評価することを通して、言語文化に
ついて自分の考えを深める。
・小倉百人一首について、収録され
た歌の分類などを理解する。
・和歌を読み比べ、その内容や技法
などについて理解を深める。
・歌合の持つ知的遊戯性について理
解する。

○古代中国のさまざまな考え方に触
れ、寓話や故事成語の意味について
理解を深める。
・それぞれのたとえ話が、元のもの
よりも優れたものとなっている例
と、ものの性質は後天的に矯正する
ことができる例であることを読み取
る。
・本文の内容に即して登場人物の言
動を整理し、韓の昭侯が典衣と典冠
の両方を罰した理由をまとめる。

○統一した歌題を設定し、グ
ループごとに和歌を競作して、
歌合として競い合う活動。A(２)
ウ

○「出藍誉」に由来する日本の
諺、及び親子関係に言及した同
様の意味の日本の諺について調
べ、報告書を書く活動。A(２)カ

言語文化における
思考力、判断力、
表現力(２)エとの
関連。



①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(１)イ

漢文分野：時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の
言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めてい
る。(２)ウ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、構成や展開などを的確に捉えている。読むこと(１)ア

漢文分野：「読むこと」において、古典の作品や文章など
に表れているものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人
間、社会、自然などに対する自分の考えを広げたり深めた
りしている。読むこと(１)カ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文分野：進んで作品の表現や形式の特徴について理解
し、学習課題に沿って作者の意図を読み取ろうとしてい
る。

漢文分野：進んで古代中国のさまざまな考え方に触れ、学
習課題に沿って寓話や故事成語の意味について理解を深め
ようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章の種類とその特徴について理
解を深めている。(１)イ

漢文分野：先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、
自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。(２)エ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、関心をもった事柄に関
連する様々な古典の作品や文章などを基に、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深めている。読むこと(１)キ

漢文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで本文の内容や展開を的確に捉え、学習
課題に沿って心情を読み取り、生き方・あり方について考
えようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)

①　知識・技能
古文分野：古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を深めてい
る。(１)エ

漢文分野：先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、
自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めている。(２)エ

・授業中の発言
や課題の点検
(abc）
・文法・句法の
小テストの評価
(abc)
・定期考査（①
を測る問題）の
評価(abc)

○壇の浦の滅亡を描いた能や歌
舞伎について調べ、その内容の
解釈を踏まえて群読などにより
朗読する活動。(２)エ

○三国志を取り上げた作品にお
いて、諸葛亮などの人物造型に
ついて調べ、気づいたことを論
述する活動。（２）イ

②　思考・判断・表現
古文分野：「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、構成や展開などを的確に捉えている。読むこと(１)ア

漢文分野：「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み、そ
の内容の解釈を深め、作品の価値について考察している。
読むこと(１)エ

・対話的活動の
観察(abc)
・探究的活動の
分析(abc)
・定期考査（②
を測る問題）の
評価(abc)

③　主体的に学習に取り組む態度
古文・漢文：進んで本文の内容や展開を的確に捉え、学習
課題に沿って心情を読み取り、生き方・あり方について考
えようとしている。

・振り返りシー
ト記入の分析
(abc)
・自主学習課題
の取り組みの点
検(abc)
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○朗読などを通して、内容の解釈を
深めたり、表現の特色について理解
を深めたりする。
・全体の構成を意識しながら音読
し、あらすじや場面、各人物の心情
をつかむ。
・知盛の発言に込められた心情と教
経の受け止め方を読み取り、それぞ
れの人物像の描かれ方について考え
る。
・死に直面する人物が何を考え、何
を思っていたのかをまとめる。

○歴史上の人物を描いた作品を通
し、登場人物の行動や心情を捉え、
人間の生き方を考える。
・各段落を音読し、書き下し文にす
る。
・現代語訳し、諸葛亮と司馬懿の考
えを把握する。
・司馬懿の心理を考える。
・参考の詩を読んで、諸葛亮がどの
ように後世の日本人にイメージされ
ていたかを捉える。

地理歴史(歴史総
合)における内容
A(１)(２)との関
連。

言語文化における
思考力、判断力、
表現力(２)エとの
関連。

２月

第１週

～第４

週

古文

日記を読む(２)

・更級日記「物語」

漢文

三国志の世界(１)

・「水魚之交」

A 読

むこ

と

7

○日記文学は現代の日記とどのよう
に異なるのか確認し、当時の女性た
ちが日記文学を著した理由について
考える。
・本文を読み、源氏物語を手に入れ
た経緯と、作者の気持ち、物語を読
む感動をまとめる。
・「まづいとはかなく、あさま
し。」という表現に注目して、少女
時代の物語耽溺に対する晩年の思い
を知る。

○歴史上の人物を描いた作品を通
し、登場人物の行動や心情を捉え、
人間の生き方を考える。
・句法に注意して本文を書き下し、
現代語訳する。
・諸葛亮はどのような人物であるの
か、簡潔にまとめ、天下三分之計の
要点を具体的に発表する。
・諸葛亮の献策を劉備はどう評価し
たのか、考える。

○物語の作中人物に対する憧れ
や共感について、現代のバー
チャルな世界でのキャラクター
との交流と比べ合わせ、発表し
たり議論したりする活動。(２)
ア

○三国志に由来する名句・名言
などについて文例を集め、それ
らの現代における意義や価値な
どについて随筆などにまとめる
活動。(２)キ

地理歴史(歴史総
合)における内容
A(１)(２)との関
連。

１月

第２週

～第４

週

古文

日記を読む(１)

・土佐日記

「馬のはなむけ」「帰京」

漢文

中国の知恵(２)

・「塞翁馬」（淮南子）

・「杞憂」（列子）

A 読

むこ

と

5

○仮名文字による日記としての土佐
日記の内容と作者紀貫之について、
文学史上でどのような存在であるか
を理解する。
・「馬のはなむけ」における、朧化
表現、機知を感じさせる表現を指摘
し、この作品の特色を考える。
・「帰京」における、和歌を詠むに
至った経緯と心情、および和歌の内
容を読み取る。

○寓話の出典が書かれた時代と当時
の価値観について理解する。
・句法に注意して書き下し、語彙を
調べて現代語訳する。
・「塞翁馬」「杞憂」という故事成
語の意味や、我が国での使われ方を
理解する。
・各寓話を時代順に並べ替え、時代
ごとに要求される思想が変化してい
ることを確認する。

○グループで協力しあい、当時
の旅のしきたりに似せて、文語
で自分たちの修学旅行日記を創
作する活動。A(２)ウ

○寓話が生まれた春秋・戦国時
代という時代の混乱した価値観
について調べ、報告書を書く活
動。A(２)オ

領

域

ご

と

の

指

導

時

間

数

の

計

　話すこと・聞くこと

　書くこと

　読むこと

指導時間数の合計

３月

第１週

～第３

週

古文

軍記物語を味わう

・平家物語「壇の浦の合戦」

漢文

三国志の世界(２)

・「死諸葛走生仲達」

A 読

むこ

と

5



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（地理歴史科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

２ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
旧石器文化～古墳文化の成立と変容を理解してい
る。出土品から得られる情報を読み取る技能を身
につけている。

小テスト・定期考査

②　思考・判断・表現
出土品や中国の歴史書などの考古資料から原始・
古代の特徴について多面的に考察し、表現してい
る。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につ
いて考察することを通じて、原始・古代の日本文
化の特色を明らかにしようとしている。

発表・レポート

①　知識・技能
中国や朝鮮など東アジア情勢の変容の影響に着目
して、律令体制の成立などを理解している。

小テスト・定期考査

②　思考・判断・表現
仏教の受容などの大陸との交流について、資料を
もとに根拠を示して表現している。律令体制整備
の過程について考察している。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、日
本の置かれた状況を鑑み、律令体制の成立過程を
明らかにしようとしている。

発表・レポート

①　知識・技能
平安遷都前後の諸政策や藤原北家が権力を掌握し
ていく過程を資料から読み取り、律令体制の変容
の観点から摂関政治を理解している。

小テスト・定期考査

②　思考・判断・表現
中央における藤原北家の台頭、これまでの時代の
政治とも比較しながら、摂関政治の特色について
考察し、根拠を示して表現している。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に与え
た影響を考察することを通じて、摂関政治期の社
会の特色を明らかにしようとしている。

発表・レポート

①　知識・技能
貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸資料
から得られる情報を調べてまとめ、古代から中世
の国家・社会の変容を理解している。

小テスト・定期考査

②　思考・判断・表現
貴族政治の変容や武士が台頭する契機などを考察
し、古代から中世への時代の転換について根拠を
示して表現している。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
中世社会の特色について多面的・多角的に考察す
ることを通じて、時代を通観する問いを表現し、
追究しようとしている。

発表・レポート

①　知識・技能
諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌倉幕
府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配構造、封
建制度の成立などについて理解している。

小テスト・定期考査

②　思考・判断・表現
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色について、諸
資料から得られた情報をもとに、根拠を明確にし
て表現している。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
公武関係の変化による武家政権の展開に着目し、
鎌倉時代を通じた武家の支配の特質について主体
的に追究しようとしている。

発表・レポート

①　知識・技能
室町幕府の政治とその下での農村や都市の成長を
理解している。下剋上の風潮など、流動的社会の
動きを理解している。

小テスト・定期考査

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　　　社会的事象を、位置や空間的な広がり、歴史的な視点をもとに、人間の営みと関連づけて理解する。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　　　社会的な見方・考え方をもとに、課題を追究したり、解決したりする力を習得する。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

６月

４週

～９月

２週

第Ⅰ部　原始・古代

第４章　貴族政治の展開
12

前の時代に引き続き、大陸と
の関係の中での日本政治につ
いて考察するほか、国風文化
などに代表される日本独自の
発展についても探究する。

グループ内での発
表に向けてのレ
ポート作成および
レポート内容に関
するグループ内で
の相互評価。

古典探究(平安文学の
分野)との関連。

５月

３週～

６月３

週

第Ⅰ部　原始・古代

第３章　律令国家の形成
10

東アジアと日本の関係を踏ま
えて、大陸文化の受容と律令
国家の成立について多面的に
考察する。

グループでの発表
に向けた議論・調
査およびグループ
発表における質疑
応答等。

古典探究(漢文分野)と
の関連。

日本史探究 詳説日本史(山川出版社)

科目の目標

（１）日本の歴史に関わる諸事象について、地理的要因、他国との関係性も含めて理解しているとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べ

　　　まとめる技能を身につけるようにする。

（２）日本の歴史に関わる諸事象について、意味や意義などを多面的・多角的に考えたり、それを取捨選択して効果的に説明したり、議論したりする力を養

う。

（３）日本の歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養う。

４月

２週

～５月

２週

第Ⅰ部　原始・古代

第１章　日本文化のあけぼ

の

第２章　古墳とヤマト政権

8

気候・地形の変化にも着目し
ながら、原始日本の人々の生
活について探究する。現在の
考古学の研究結果や考古資料
の考察等も踏まえて多面的に
ヤマト政権の成立について考
える。

グループ内での発
表に向けてのレ
ポート作成および
レポート内容に関
するグループ内で
の相互評価。

地理総合、地理探究と
の関連。

１月

４週

～３月

４週

第Ⅱ部　中世

第７章　武家社会の成長
14

室町政権の動揺が、社会の流
動化を生み、戦国時代へ向
かっていく流れを理解する。
その結果、中世社会から近世
へ世の中が変容していく様子
を、各種資料等を活用して探
究する。

グループでの発表
に向けた議論・調
査およびグループ
発表における質疑
応答等。

古典探究(武家文学の
分野)との関連。

11月

１週

～１月

３週

第Ⅱ部　中世

第６章　武家政権の成立
14

初めての武家政権である鎌倉
幕府の構造について理解を深
めるとともに、武家政権と朝
廷との関係性について承久の
乱の前後に着目しながら探究
する。

グループ内での発
表に向けてのレ
ポート作成および
レポート内容に関
するグループ内で
の相互評価。

公共(倫理分野)と関
連。

９月

３週

～10月

４週

第Ⅱ部　中世

第５章　院政と武士の躍進
12

古代から中世へと変化してい
く権力のあり方について考察
を深めるとともに、新しい時
代の担い手としての武士の台
頭について探究する。

グループでの発表
に向けた議論・調
査およびグループ
発表における質疑
応答等。

公共(倫理分野)と関
連。



②　思考・判断・表現
南北朝の動乱から室町幕府の成立、動揺、さらに
下剋上の風潮について考察する。応仁の乱以降、
戦国大名や各地に展開した都市について考察す
る。

R80・定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
武家政権の変容、戦国時代の形成や東アジアの国
際情勢の変化などに着目し、諸資料を活用して前
後の時代とのつながりを見出そうとしている。

発表・レポート

70

知識・技能

知識・技能

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

知識・技能

〇

〇

〇

〇

１月

４週

～３月

４週

第Ⅱ部　中世

第７章　武家社会の成長
14

室町政権の動揺が、社会の流
動化を生み、戦国時代へ向
かっていく流れを理解する。
その結果、中世社会から近世
へ世の中が変容していく様子
を、各種資料等を活用して探
究する。

グループでの発表
に向けた議論・調
査およびグループ
発表における質疑
応答等。

古典探究(武家文学の
分野)との関連。

指導時間数の計

歴史的事項に興味を持ち、問題意識を
抱き学習に臨んでいる。自ら課題を設
定し主体的に学習に取り組んでいる。評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

過去の人物や事件等についての知識を身に
着けている。歴史的事項を理解し、社会活
動や経済活動の変化について把握してい
る。

史料を解読し、史料の書かれた時代や当時の
人々の活動を理解している。統計等の資料か
らその資料の注目点を把握し、そのポイント
を表現できる。

定期考査 〇 〇

小テスト 〇
実技テスト

パフォーマンステスト

学習評価の総括方法

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

自己評価・相互評価 〇

振り返りカード
その他

※文書で記入可

レポートの提出内容 〇 〇

学習に取り組む様子 〇

発表・作品制作 〇

課題等の提出内容 〇 〇



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（公共） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

2 全日制普通科2学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
・自らの体験などを振り返ることを通して、自らを成長させる人間
としての在り方生き方についてライフサイクルや青年期の発達課題
を理解できる。

・定期考査

②　思考・判断・表現
・選択・判断の手掛かりとして、行為の結果である個人や社会全体
の幸福を重視する考え方や、行為の動機となる公正などの義務を重
視する考え方について多面的・多角的に考察できる。

・課題レポート作成、　発表
活動

③　主体的に学習に取り組む態度
・人間は、個人として相互に尊重されるべき存在であるとともに、
対話を通して互いの様々な立場を理解し伝統や文化、先人の取組や
知恵に触れ自らの価値観を形成し他者の価値観を尊重できる。

・提出物の状況、授業態度
・プリント、レポート、課
題、問題集の提出状況

①　知識・技能
・ソクラテス、プラトン、アリストテレスなど古今東西の先人の取
り組み、知恵などを踏まえ、公共的な空間における基本的原理を理
解できる。
・自然権の考え方を理解でき、マグナカルタや権利章典などの人権
保障のあゆみや自由権の成立、生存権など社会的基本権の成立など
を理解できる。

・定期考査

②　思考・判断・表現
・世界の政治体制、日本国憲法などを通して、公共的な空間におけ
る基本的原理が、現代社会でどのような形で生かされているかを考
察できる。
・ホッブス、ロック、ルソーの社会契約説を比較、考察できる。

・課題レポート作成、発表活
動

③　主体的に学習に取り組む態度
古今東西の先人の取り組みを踏まえ、公共的な空間における基本的
原理を意欲的に探究できる。

・提出物の状況、授業態度
・プリント、レポート・課
題、問題集の提出状況

①　知識・技能
・法やルールは、国家が制定し、法は強制力が伴うことを捉え、少
数者に配慮したルールづくりが必要があることを理解できる。

・定期考査

②　思考・判断・表現
・身のまわりの偏見や差別・不平等、自由権が保障されていない問
題について理解し、その解決策を多面的・多角的に考察できる。

・課題レポート作成、　発表
活動

③　主体的に学習に取り組む態度
・法やルールに関心をもち、望ましい社会のあり方について主体的
に構想できる。

・提出物の状況、授業態度
・プリント、レポート・課
題、問題集の提出状況

①　知識・技能
・小選挙区制度と比例代表制度などの選挙制度を理解し、私たちが
果たすべき責任を理解する。
・選挙の意義や課題、世論の形成や政党の役割を理解する。

・定期考査

②　思考・判断・表現
・小選挙区制度、比例代表制、大選挙区制などの選挙制度を比較し
多面的、多角的に考察できる。
・民主政治は世論の影響を受け、マスメディアが世論形成に影響を
与え、世論操作が行われる危険性があることを把握し、メディアリ
テラシーについて考察できる。

・課題レポート作成、　発表
活動

③　主体的に学習に取り組む態度
・選挙制度や内閣、国会制度に関心をもち、望ましい政治のあり方
を主体的に構想できる。
・国際社会が平和維持に関する取り組みを調査し、望ましい国際社
会のあり方を主体的に構想できる。

・提出物の状況、授業態度
・プリント、レポート・課
題、問題集の提出状況

①　知識・技能
・日本国憲法の平和主義の私たちが果たすべき責任を理解できる。
・軍縮に向けた国際社会の役割や取り組みを理解できる。

・定期考査

②　思考・判断・表現
・日本国憲法の平和主義の私たちが果たすべき責任を考察できる。
・日本の安全保障体制の変容と日米安全保障体制に基づく安全保障
体制を構築した意義とその背景にある国際社会の変化を考察でき
る。

・課題レポート作成
・発表活動

③　主体的に学習に取り組む態度
・国際社会が平和を希求し平和維持のための取り組みについて関心
をもち、平和維持のための日本や国際社会の取り組みについて主体
的に構想できる。

・提出物の状況、授業態度
・プリント、レポート・課
題、問題集の提出状況

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

公共 高等学校公共（第一学習社）

科目の目標
社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平

和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

４月

１週

～５月

１週

①社会に生きる私たち

②個人の尊厳と自主・自律

③多様性と共通性

④キャリア形成と自己実現

⑤伝統や文化とのかかわり
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・青年期の発達課題を捉え、自らのライ
フプランを考え、発表する。
・ジェンダー問題とマイノリティなど多
様性を認め合う社会を構想する。

・青年期の発達課題を捉
え、自らのライフプランを
考え、発表する。

家庭科

５月

２週

～５月

４週

日

①人間の尊厳と平等

②個人の尊重

③民主政治の基本的原理

④法の支配

⑤自由・権利と責任・義務

7

・古今東西の先人の取り組みを踏まえ、
公共的な空間における基本的原理を意欲
的に考察できる。
・世界の政治体制、日本国憲法などを通
して、公共的な空間における基本的原理
が、現代社会でどのような形で生かされ
ているかを考察できる。

古今東西の先人の取り組み
を原典の一節を読み、哲学
対話を用いて話し合う。
・議院内閣制、大統領制、
権力集中制など世界の政治
体制を比較し、制度的特徴
を話し合う。

６月

１週

～７月

３週

①私たちの生活と法

②法と基本的人権

③自由・平等と法・規範

④法をよりよく変えていくために

8

・法やルール、司法制度に関する学習を
通してよりよい社会を構想できる。

模擬裁判を行い、司法制度
に関する知識を用いて、話
し合う。

日本史探究

９月

１週

日～１

０月

２週

日

①選挙の意義と課題

②政治参加と世論形成

③国会と立法

④内閣と行政の民主化

⑤地方自治と住民の福祉

⑥国家と国際法

⑦国境と領土問題

⑧国際連合の役割と課題

10

・模擬選挙や選挙制度に関する学習を通
して、主体的に政治に参加し、よりよい
社会を構想できる。

・模擬選挙や選挙制度に関
する学習を通して、主体的
に政治に参加し、よりよい
社会を構想する。

１０月

３週

日～

１１月

１週

①平和主義と安全保障

②核兵器の廃絶と国際平和

③今日の国際社会

④人種・民族問題と地域紛争

⑤国際社会における日本の役割

6

・日本の安全保障体制の変容とその背景
にある国際社会の変化を理解し、集団安
全保障体制の意義を考え、日本が果たす
べき役割を考察する。　　　　　　　・
軍縮に向けた国際社会の役割や取り組み
を考察する。

・日本の安全保障体制の変
容とその背景にある国際社
会の変化を理解し、集団安
全保障体制の意義を考え、
日本が果たすべき役割を考
察する。
・軍縮に向けた国際社会の
役割や取り組みを考察す
る。



①　知識・技能
・少子高齢化による労働力不足が問題となる中、活発な経済活動と
労働者の働きやすさをともに成り立たせるために必要なことを理解
できる。
・経済の基本的なしくみを理解できる。

・定期考査

１１月

２週

日～１

２月

３週

日

①技術革新の進展と産業構造の変化

②企業の活動

③農林水産業の現状とこれから

④市場経済と経済運営

⑤市場経済のしくみ
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・経済の基本的なしくみを理解し、公正
で自由な経済活動を通して、市場の役
割、政府の役割を考察できる。
・経済がグローバル化する中で、貧困や
格差などの問題を乗りこえ、すべての人
が幸福に暮らすために、国際社会や国際
機関が持続可能な開発に向けた取り組み
を調査する。

・経済の基本的なしくみを
理解し、公正で自由な経済
活動を通して、市場の役
割、政府の役割を考える。
・経済がグローバル化する
中で、貧困や格差などの問
題を乗りこえ、すべての人
が幸福に暮らすために、国
際社会や国際機関が持続可
能な開発取り組みを調査す
る。

家庭科



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

３ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能

・多項式の除法や分数式の四則計算の方法について理解し，簡単な場合について計算を

することができる。

・乗法公式及び因数分解の公式を理解し，それらを用いて式の展開や因数分解をするこ

とができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現

・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察することができ

る。

・実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成り立つことを

論理的に考察し，証明することができる。

・定期考査
・提出物

③　主体的に学習に取り組む態度

・事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用

しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている

・学習活動への取り組み
・課題、ノート

①　知識・技能

・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算ができる。

・2次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解している。

・因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを用いてその解を

求めることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現

・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察することができ

る。

・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，方程式を問題解決に活用することがで

きる。

・定期考査
・提出物

③　主体的に学習に取り組む態度

・事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用

しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている

・学習活動への取り組み
・課題、ノート

①　知識・技能

・座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や2点間の距離を表すこ

とができる。

・座標平面上の直線や円を方程式で表すことができる。

・軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めることができる。

・不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したりすることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現

・座標平面上の図形について，それを方程式を用いて表現し，図形の性質や位置関係に

ついて考察することができる。

・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，コンピュータなどを用いて軌跡や領域

を座標平面上に表すなどして，問題解決に活用したり，事象の数学的な特徴や他の事象

との関係を考察したりすることができる。

・定期考査
・提出物

③　主体的に学習に取り組む態度

・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用

しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

①　知識・技能

・角の概念や弧度法による角度の表し方について理解している。

・三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。

・三角関数の相互関係などの基本的な性質を理解している。

・三角関数の加法定理や2倍角の公式，三角関数の合成について理解している。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現

・三角関数に関する様々な性質について考察することができる。

・三角関数の加法定理から新たな性質を導くことができる。

・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察することができる。

・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決

したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したり

することができる。

・定期考査
・提出物

③　主体的に学習に取り組む態度

・事象を三角関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しよ

うとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしている。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート

①　知識・技能

・指数を有理数へ拡張する意義を理解し，指数法則を用いて数や式の計算をすることが

できる。

・指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現

・指数の式とグラフの関係を多面的に考察することができる。

・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決

したり，事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。

・定期考査
・提出物

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解することで、数学の課題に取り組むことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

 自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

数学Ⅱ 新編　数学Ⅱ（数研出版）

科目の目標

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)　いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)　数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明

瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に

考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したり

4月

～

5月

第１章　式と証明

第１節　式と計算

第２節　等式・不等式の証明
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〇乗法公式と因数分解の公式について理解し，それ

らを用いて計算することを学ぶ。

〇パスカルの三角形と〖(a+b)〗^nの展開式における

各項の係数について考察し，二項定理を用いて，式

を展開できることを学ぶ。

〇分数式とその約分と通分，四則計算について，数

の四則計算と関連付けて理解し，その計算方法を学

ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。

理科

理科

5月

～

6月

第２章　複素数と方程式

第１節　複素数と２次方程式

の解

第２節　高次方程式

16

〇虚数，複素数について理解し，数を拡張すること

に興味をもち、複素数の計算を学ぶ。

〇２次方程式の解と係数の関係について理解し，与

えられた２数を解とする２次方程式を求めることを

学ぶ。

〇２次関数のグラフと２次方程式の解の関係を学

ぶ。

〇剰余の定理と因数定理について理解し，多項式の

除法や因数分解に関して，それらを利用することが

できることを学ぶ。

高次方程式について理解し，因数分解，因数定理を

用いて，高次方程式を解くことができることを学

ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。

理科
情報

7月

～

10月

第３章　図形と方程式

第１節　点と直線

第２節　円

第３節　軌跡と領域

28

〇数直線上と平面上の２点間の距離を求めることを

学ぶ。

〇線分の内分・外分の意味を理解し座標の求め方を

学ぶ。

〇直線の傾きと切片について理解し，１点と傾き

や，２点が与えられたときの直線の方程式を求める

ことを学ぶ。

〇平行・垂直な２直線の方程式の間に成り立つ関係

について理解し，直線の方程式を求めることを学

ぶ。

〇円の方程式を求めたり，方程式から円の中心の座

標と半径を求めたりすることを学ぶ。

〇円と直線の共有点や共有点の個数について学ぶ。

〇軌跡について理解し，与えられた条件から軌跡の

方程式を求めることを学ぶ。

不等式が表す領域を図示したり，領域を不等式に表

したりすることを学ぶ。

連立不等式が表す領域を図示することができる。ま

た，それを活用することを学ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。

理科
情報

10月

～

1月

第４章　三角関数

第１節　三角関数

第２節　加法定理

34

〇角の概念を一般角まで拡張することや弧度法の意

味を理解し，弧度法による扇形の弧の長さと面積を

求めることができることを学ぶ。

〇三角関数の定義を理解し，一般角の三角関数の値

を求めることを学ぶ。

〇一般角の三角関数の相互関係が成り立つことを学

ぶ。

〇三角関数の性質を用いて，三角関数の値を求める

ことができることを学ぶ。

〇三角関数のグラフの性質を理解し，そのグラフを

かくことができることを学ぶ。

〇単位円やグラフを利用して，三角関数を含む方程

式を解くことができることを学ぶ。

〇三角関数の加法定理を理解し，それらを用いて三

角関数の値を求めることを学ぶ。

〇三角関数の合成を理解し，それを用いて三角関数

を合成することができることを学ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。

理科

1月

～

3月

第５章　指数関数と対数関数

第１節　指数関数 15

〇指数を整数へ拡張した指数法則について理解し，

指数法則を用いて，計算することができることを学

ぶ。

〇累乗根の意味を理解し，指数を有理数へ拡張した

指数法則について理解し，計算することを学ぶ。

〇指数関数のグラフをかいたり，大小比較をしたり

することを学ぶ。また，指数関数を含む方程式・不

等式の解法を学ぶ。

〇身近な問題を解決することに，指数関数を活用す

ることを学ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。



③　主体的に学習に取り組む態度

・事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら

を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしてい

る。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート

105

知識・技能

知識・技能

学習の達成状況を
１００点法で評価

知識・技能

〇

〇

〇

〇

〇

〇

理科
情報

1月

～

3月

第５章　指数関数と対数関数

第１節　指数関数 15

〇指数を整数へ拡張した指数法則について理解し，

指数法則を用いて，計算することができることを学

ぶ。

〇累乗根の意味を理解し，指数を有理数へ拡張した

指数法則について理解し，計算することを学ぶ。

〇指数関数のグラフをかいたり，大小比較をしたり

することを学ぶ。また，指数関数を含む方程式・不

等式の解法を学ぶ。

〇身近な問題を解決することに，指数関数を活用す

ることを学ぶ。

応用問題や公式などに
ついてグループで話し
合わせ各グループごと
に発表する。答えのみ
ではなくしっかりと筋
道を立てて説明させ
る。
また、発問を工夫し、
いろいろな問題解決か
らより簡易的に求める
方法を判断させ、数学
の利便性を認識させ
る。

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度
・方程式・式と証明，図形と方程式，三角
関数，指数関数・対数関数及び微分と積分
における基本的な概念，原理・法則などを
体系的に理解し，基礎的な知識を身に付け
ている。

・方程式・式と証明，図形と方程式，三角関
数，指数関数・対数関数及び微分と積分にお
ける事象を数学的に考察し表現したり，思考
の過程を振り返り多面的・発展的に考えたり
することなどを通して，数学的な見方や考え

・方程式・式と証明，図形と方程式，
三角関数，指数関数・対数関数及び微
分と積分における論理や体系に関心を
もつとともに，数学のよさを認識し，
それらを事象の考察に積極的に活用し

学習評価の総括方法

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習の達成状況を
１００点法で評価

学習評価結果の
ＡＢＣを数値に
置き換えて評価

定期考査 〇 〇

小テスト 〇 〇

実技テスト
パフォーマンステスト

発表・作品制作 〇 〇

課題等の提出内容 〇 〇

レポートの提出内容 〇 〇

学習に取り組む様子 〇 〇

自己評価・相互評価 〇

振り返りカード

その他
※文書で記入可



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

４ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
・多項式の除法や分数式の四則計算の方法について理解し，簡単な場合について
計算をすることができる。
・3次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し，それらを用いて式の展開や因数
分解をすることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察すること
ができる。
・実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成り立つ
ことを論理的に考察し，証明することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

①　知識・技能
・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算ができる。
・2次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解している。
・因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを用いてそ
の解を求めることができる。・3次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し，そ
れらを用いて式の展開や因数分解をすることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察すること
ができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，方程式を問題解決に活用するこ
とができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象をいろいろな式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

①　知識・技能
・座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分する点の位置や2点間の距離
を表すことができる。
・座標平面上の直線や円を方程式で表すことができる。
・軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めることができる。
・不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したりすることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・座標平面上の図形について，それを方程式を用いて表現し，図形の性質や位置
関係について考察することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，コンピュータなどを用いて軌跡
や領域を座標平面上に表すなどして，問題解決に活用したり，事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

①　知識・技能
・角の概念や弧度法による角度の表し方について理解している。
・三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・三角関数の相互関係などの基本的な性質を理解している。
・三角関数の加法定理や2倍角の公式，三角関数の合成について理解している。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・三角関数に関する様々な性質について考察することができる。
・三角関数の加法定理から新たな性質を導くことができる。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察することができる。
・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問
題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象を三角関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活
用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりしてい
る。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む

学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解することで、数学の課題に取り組むことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

 自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

理科
情報

数学Ⅱ 新編　数学Ⅱ（数研出版）

科目の目標

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)　いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると

ともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)　数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着

目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその

４月

第１章　式と証明

第１節　式と計算

第２節　等式・不等式の証

明

10

〇乗法公式と因数分解の公式について理解し，
それらを用いて計算することを学ぶ。
〇パスカルの三角形と〖(a+b)〗^nの展開式にお
ける各項の係数について考察し，二項定理を用
いて，式を展開できることを学ぶ。
〇分数式とその約分と通分，四則計算につい
て，数の四則計算と関連付けて理解し，その計
算方法を学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。

理科

５月

第２章　複素数と方程式

第１節　複素数と２次方程

式の解

第２節　高次方程式

14

〇虚数，複素数について理解し，数を拡張する
ことに興味をもち、複素数の計算を学ぶ。
〇２次方程式の解と係数の関係について理解
し，与えられた２数を解とする２次方程式を求
めることを学ぶ。
〇２次関数のグラフと２次方程式の解の関係を
学ぶ。
〇剰余の定理と因数定理について理解し，多項
式の除法や因数分解に関して，それらを利用す
ることができることを学ぶ。
高次方程式について理解し，因数分解，因数定
理を用いて，高次方程式を解くことができるこ
とを学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。

理科

６月

～

７月

第３章　図形と方程式

第１節　点と直線

第２節　円

第３節　軌跡と領域

26

〇数直線上と平面上の２点間の距離を求めるこ
とを学ぶ。
〇線分の内分・外分の意味を理解し座標の求め
方を学ぶ。
〇直線の傾きと切片について理解し，１点と傾
きや，２点が与えられたときの直線の方程式を
求めることを学ぶ。
〇平行・垂直な２直線の方程式の間に成り立つ
関係について理解し，直線の方程式を求めるこ
とを学ぶ。
〇円の方程式を求めたり，方程式から円の中心
の座標と半径を求めたりすることを学ぶ。
〇円と直線の共有点や共有点の個数について学
ぶ。
〇軌跡について理解し，与えられた条件から軌
跡の方程式を求めることを学ぶ。
不等式が表す領域を図示したり，領域を不等式
に表したりすることを学ぶ。
連立不等式が表す領域を図示することができ
る。また，それを活用することを学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。

理科

９月

～

10月

第４章　三角関数

第１節　三角関数

第２節　加法定理

32

〇角の概念を一般角まで拡張することや弧度法
の意味を理解し，弧度法による扇形の弧の長さ
と面積を求めることができることを学ぶ。
〇三角関数の定義を理解し，一般角の三角関数
の値を求めることを学ぶ。
〇一般角の三角関数の相互関係が成り立つこと
を学ぶ。
〇三角関数の性質を用いて，三角関数の値を求
めることができることを学ぶ。
〇三角関数のグラフの性質を理解し，そのグラ
フをかくことができることを学ぶ。
〇単位円やグラフを利用して，三角関数を含む
方程式を解くことができることを学ぶ。
〇三角関数の加法定理を理解し，それらを用い
て三角関数の値を求めることを学ぶ。
〇三角関数の合成を理解し，それを用いて三角
関数を合成することができることを学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。



①　知識・技能
・指数を有理数へ拡張する意義を理解し，指数法則を用いて数や式の計算をする
ことができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。
・対数の意味とその性質について理解し，対数の計算をすることができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解している。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・指数と対数を相互に関連付けて考察することができる。
・指数・対数関数の式とグラフの関係を多面的に考察することができる。
・2つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，問
題を解決したり，事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすること
ができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

①　知識・技能
・微分係数や導関数の意味について理解し，基本的な導関数を求めることができ
る。
・関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をかく方法を理解してい
る。
・不定積分及び定積分の意味について理解し，基本的な不定積分や定積分の値を
求めることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・関数とその導関数との関係について考察することができる。
・関数の局所的な変化に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，
問題を解決したり，事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
・微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフで囲まれ
た図形の面積を求める方法について考察することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・事象を微分・積分の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを
活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりして
いる。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとして
いる。

・学習活動への取り組み
・課題、ノート、プリント

140

知識・技能

知識・技能

学習の達成状況を
１００点法で評価

知識・技能

〇

〇

〇

〇

〇

〇

理科

11月

～

12月

第５章　指数関数と対数関

数

第１節　指数関数

第２節　対数関数

28

〇指数を整数へ拡張した指数法則について理解
し，指数法則を用いて，計算することができる
ことを学ぶ。
〇累乗根の意味を理解し，指数を有理数へ拡張
した指数法則について理解し，計算することを
学ぶ。
〇指数関数のグラフをかいたり，大小比較をし
たりすることを学ぶ。また，指数関数を含む方
程式・不等式の解法を学ぶ。
〇対数の意味を理解し，対数の値を求めること
を学ぶ。
〇対数の性質を理解し，それを用いて対数の計
算をすることを学ぶ。
〇対数関数のグラフをかいたり，大小比較をし
たりすることを学ぶ。また，対数関数を含む方
程式・不等式の解法を学ぶ。
〇常用対数について理解し，それらを用いて，
整数の累乗の桁数を求めることを学ぶ。
〇身近な問題を解決することに，指数・対数関
数を活用することを学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。

理科
情報

１月

～

３月

第６章　微分法と積分法

第１節　微分係数と導関数

第２節　関数の値の変化

第３節　積分法

30

〇平均変化率について理解し，求め方を学ぶ。
〇極限値や微分係数の意味を理解し，求め方を
学ぶ。また，接線の傾きを求めることを学ぶ。
〇導関数の意味を理解し，利用することで，微
分係数を求めることができることを学ぶ。
〇曲線上のある点における接線の方程式の求め
方を学ぶ。
〇関数の増減の調べ方を学ぶ。
〇極大値・極小値を求めたり，そのグラフのか
き方を学ぶ。
〇関数の最大値・最小値を，増減を調べること
によって求めることができることを学ぶ。
〇３次関数のグラフを利用して，３次方程式の
実数解の個数を調べ方を学ぶ
〇不定積分の意味を理解し，求め方を学ぶ。
〇定積分の意味を理解し，求め方を学ぶ。
〇定積分を利用して，直線や曲線で囲まれた図
形の面積を求めることができることを学ぶ。

応用問題や公式などにつ
いてグループで話し合わ
せ各グループごとに発表
する。答えのみではなく
しっかりと筋道を立てて
説明させる。
また、発問を工夫し、い
ろいろな問題解決からよ
り簡易的に求める方法を
判断させ、数学の利便性
を認識させる。

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

・方程式・式と証明，図形と方程式，三角
関数，指数関数・対数関数及び微分と積分
における基本的な概念，原理・法則などを
体系的に理解し，基礎的な知識を身に付け
ている。

・方程式・式と証明，図形と方程式，三角関
数，指数関数・対数関数及び微分と積分にお
ける事象を数学的に考察し表現したり，思考
の過程を振り返り多面的・発展的に考えたり
することなどを通して，数学的な見方や考え
方を身に付けている。

・方程式・式と証明，図形と方程
式，三角関数，指数関数・対数関数
及び微分と積分における論理や体系
に関心をもつとともに，数学のよさ
を認識し，それらを事象の考察に積
極的に活用して数学的論拠に基づい
て判断しようとする。

学習評価の総括方法

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習の達成状況を
１００点法で評価

学習評価結果の
ＡＢＣを数値に
置き換えて評価

定期考査 〇 〇

小テスト 〇 〇

実技テスト
パフォーマンステスト

発表・作品制作 〇 〇

課題等の提出内容 〇 〇

レポートの提出内容 〇 〇

学習に取り組む様子 〇 〇

自己評価・相互評価 〇

振り返りカード

その他
※文書で記入可



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

２ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
・数列の表し方や一般項の意味を理解し，数列の各項や，数列の
一般項を求めることができる。
・等差数列と等比数列について理解し，その和と一般項を求める
ことができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・等差数列の和の公式を活用して，いろいろな自然数の和を考察
することができる。
・日常の事象を数学的に捉え，等比数列の考えを問題解決に活用
することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・規則的に並ぶ数の列や日常の中にある数の並びに関心をもち，
その規則性を発見しようとしたり，説明しようとしたりしてい
る。

・学習活動への取り組み
・課題，提出物の状況，
ノート，プリント

①　知識・技能
・記号Σを用いた和の表し方やΣの性質を理解している
・公式を利用して自然数の和や自然数の２乗の和を求めることが
できる。・階差数列について理解している。
・数列の和と一般項の関係について理解し，数列の和から一般項
を求めることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・Σの性質や自然数の和の公式，自然数の２乗の和の公式を利用
して，いろいろな数列の和を求めることができる。
・階差数列を利用して，もとの数列の一般項を考察することがで
きる。・分数で表された数列の和の求め方について考察すること
ができる

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・階差数列を利用して，もとの数列の一般項を考察しようとして
いる。
・分数で表された数列の和の求め方について考察しようとしてい
る。

・学習活動への取り組み
・課題，提出物の状況，
ノート，プリント

①　知識・技能
・漸化式について理解し，等差数列や等比数列を漸化式で表すこ
とや，簡単な漸化式で表された数列の各項を求めることができ
る。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・数列の隣接する2項間にある再帰的な関係に着目し，それを式
に表すことができる。
・自然数の性質などを数学的帰納法を用いて証明するとともに，
他の証明方法と比較し，多面的に考察することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・数列の隣接する2項間にある再帰的な関係に着目し，それを式
に表そうとしている。
・数学的帰納法を用いた証明と他の証明方法を比較し，多面的に
考察しようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題，提出物の状況，
ノート，プリント

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　　　基本的な概念や原理・法則を体系的に理解することで、数学の課題に取り組むことができる。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　　　自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

数学B 新編  数学B（数研出版）

科目の目標

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，

    事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，

    方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数

学的に

    考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。

(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を

4月

～

5月

第１章　数列

第１節　等差数列と等比数

列

14

・数列の表し方や一般項の意味を
理解し，数列の各項や，数列の一
般項を求めることを学ぶ。
・等差数列について理解し，その
一般項や和を求めることを学ぶ。
・また，いろいろな自然数の和の
考察に，等差数列の和の公式を活
用することを学ぶ。
・等比数列について理解し，その
一般項や和を求めることを学ぶ。
・身につけた知識を元に問題演習
を主体的及び協働的に行う。

応用問題や公式など
についてグループで
話し合わせ各グルー
プごとに発表する。
答のみではなくしっ
かりと筋道を立て説
明させる。
また，発問を工夫
し，いろいろな問題
解決からより簡易的
に求める方法を判断
させ，数学の利便性
を認識させる。

情報・理科

情報・理科

6月

～

7月

第１章　数列

第２節　いろいろな数列
13

・既習事項に関連付けて学ぶ。
・記号Σを用いた和の表し方やΣ
の性質を理解し，自然数の和の公
式や自然数の２乗の和の公式を利
用して，いろいろな数列の和を求
めることを学ぶ。
・階差数列からもとの数列の一般
項を求める方法を理解し，一般項
を求めることを学ぶ。
・数列の和から一般項を求めるこ
とや，分数で表された数列の和を
求めることを学ぶ。
・身につけた知識を元に問題演習
を主体的及び協働的に行う。

応用問題や公式など
についてグループで
話し合わせ各グルー
プごとに発表する。
答のみではなくしっ
かりと筋道を立て説
明させる。
また，発問を工夫
し，いろいろな問題
解決からより簡易的
に求める方法を判断
させ，数学の利便性
を認識させる。

情報・理科

9月

～

10月

第１章　数列

第３節　漸化式と数学的帰

納法

9

・既習事項に関連付けて学ぶ。
・漸化式について理解し，事象の
変化を漸化式で表すことや，簡単
な漸化式で表された数列の一般項
を求めることを学ぶ。
・数学的帰納法について理解し，
自然数の性質などを数学的帰納法
を用いて証明することを学ぶ。
・身につけた知識を元に問題演習
を主体的及び協働的に行う。

応用問題や公式など
についてグループで
話し合わせ各グルー
プごとに発表する。
答のみではなくしっ
かりと筋道を立て説
明させる。
また，発問を工夫
し，いろいろな問題
解決からより簡易的
に求める方法を判断
させ，数学の利便性
を認識させる。



①　知識・技能
・確率変数の分散及び標準偏差について理解し，確率分布からそ
の確率変数の分散及び標準偏差を求めることができる。
・二項分布に従う確率変数の平均，分散，標準偏差を求めること
ができる。
・正規分布表を用いて確率を求めることができる。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・確率変数の分散と確率分布の特徴の関係について考察すること
ができる。
・正規分布の平均や標準偏差と分布曲線の形の関係について考察
することができる。
・身近な問題を正規分布を用いて考察することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・標本調査を活用した問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。
・正規分布の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題，提出物の状況，
ノート，プリント

①　知識・技能
・標本平均の分布と母集団の分布の関係について理解している。
・母平均の区間推定の方法を理解し，母平均に対する信頼区間を
求めることができる。
・正規分布を用いた仮説検定の方法を理解している。

・定期考査
・小テスト

②　思考・判断・表現
・標本の大きさと標本平均の分布の関係について考察することが
できる。・母平均に対する信頼区間と標本の大きさの関係につい
て考察することができる。・主張の妥当性について，仮説検定の
考え方に基づいて批判的に考察することができる。

・定期考査
・提出物の内容

③　主体的に学習に取り組む態度
・標本の大きさと標本平均の分布の関係について考察しようとし
ている。・母平均に対する信頼区間と標本の大きさの関係につい
て考察しようとしている。・主張の妥当性について，仮説検定の
考え方に基づいて批判的に考察しようとしている。

・学習活動への取り組み
・課題，提出物の状況，
ノート，プリント

70

知識・技能

知識・技能

学習の達成状況を
１００点法で評価

知識・技能

〇

〇

〇

〇

〇

〇

情報・理科・社会

11月

～

1月

第２章　統計的な推測

第１節　確率分布
23

・既習事項に関連付けて学ぶ。
・標本調査の考え方について理解
を深める。
・確率変数の分散及び標準偏差に
ついて理解し，確率分布からその
確率変数の分散及び標準偏差を求
めることができる。
・二項分布について理解し，二項
分布に従う確率変数の平均，分
散，標準偏差を求めることができ
る。
・身近な問題を正規分布を用いて
考察することができる。
・身につけた知識を元に問題演習
を主体的及び協働的に行う。

応用問題や公式など
についてグループで
話し合わせ各グルー
プごとに発表する。
答のみではなくしっ
かりと筋道を立て説
明させる。
また，発問を工夫
し，いろいろな問題
解決からより簡易的
に求める方法を判断
させ，数学の利便性
を認識させる。

情報・理科・社会

2月

～

3月

第２章　統計的な推測

第２節　統計的な推測
11

・既習事項に関連付けて学ぶ。
・標本平均の分布と母集団の分布
の関係について理解している。
・母平均の区間推定の方法を理解
し，母平均に対する信頼区間を求
めることができる。
・正規分布を用いた仮説検定の方
法を理解し，主張の妥当性につい
て，仮説検定の考え方に基づいて
批判的に考察することができる。
・身につけた知識を元に問題演習
を主体的及び協働的に行う。

応用問題や公式など
についてグループで
話し合わせ各グルー
プごとに発表する。
答のみではなくしっ
かりと筋道を立て説
明させる。
また，発問を工夫
し，いろいろな問題
解決からより簡易的
に求める方法を判断
させ，数学の利便性
を認識させる。

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

数列、統計的な推測についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、
数学と社会生活の関わりについて認識を深
め、事象を数学化したり、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的
に表現し考察する力、確率分布や標本分布の性
質に着目し、母集団の傾向を推測し判断した
り、標本調査の方法や結果を批判的に考察した
りする力、日常の事象や社会の事象を数学化
し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振
り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しよう
とする態度、粘り強く柔軟に考え数学
的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

学習評価の総括方法

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習の達成状況を
１００点法で評価

学習評価結果の
ＡＢＣを数値に
置き換えて評価

定期考査 〇 〇

小テスト 〇 〇

実技テスト
パフォーマンステスト

発表・作品制作 〇 〇

課題等の提出内容 〇 〇

レポートの提出内容 〇 〇

学習に取り組む様子 〇 〇

自己評価・相互評価 〇

振り返りカード

その他
※文書で記入可



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（理科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

２ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
・生物の共通性と多様性について、すべての生物
で細胞が共通の構造であることを理解している。
・原核細胞と真核細胞の違いについて、それらの
細胞に含まれる細胞小器官の違いとともに理解し
ている。
・試料の採取、染色などを行い、光学顕微鏡で観
察する技能を習得している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得して
いる。

（定期考査）
（実験評価・レポー
ト)

②　思考・判断・表現
・資料や実験をもとに、生物に共通する性質を見
いだし表現することができる。
・細胞が生物の基本構造であることを、生物学的
な視点から考察することができる。

（発問評価・振り返
りシート)
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・生物の共通性を、実験や観察を通して見いだ
し、理解しようとする。
・原核細胞と真核細胞について、その細胞に含ま
れる細胞小器官を基に、違いを理解しようとす
る。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・生命活動に必要なエネルギーを、呼吸や光合成
から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は、酵素が触媒して
いることを理解している。

（定期考査）

②　思考・判断・表現
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を、関
連づけて考察し、それを表現できる。
・カタラーゼを用いた実験から、酵素の作用と作
用する物質の関係について結果を導き出すことが
できる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）
（実験評価・レポー
ト）

③　主体的に学習に取り組む態度
・資料に基づいて、生命活動にエネルギーが必要
であることを理解しようとする。また、呼吸や光
合成から得ていることを理解しようとする。
・体内で行われる化学反応は、酵素が関わってい
ることを理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・DNAが二重らせん構造であること、そのため、2
本鎖の塩基配列は相補的であることを理解してい
る。
・ゲノム、遺伝子、染色体、DNAの関係を理解し
ている。
・体細胞分裂が行われる際に、遺伝情報の同一性
が保たれることを理解している。

（定期考査）

②　思考・判断・表現
・資料に基づき、DNAの構造を科学的に見いだす
ことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明するこ
とができる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・DNAの性質や構造を、DNAの研究史とともに理解
しようとする。
・ゲノムと遺伝子、染色体、DNAの関係について
理解しようとする。
・細胞分裂の際に、DNAの塩基配列が正確に複製
されるしくみを見いだし、理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

生物基礎 高校生物基礎（実教出版）

科目の目標
  生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生物や生物現象を

  科学的に探究するために必要な資質・能力をり育成することを目指す。

４月３
週～

５月２
週目

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共
通性

8

・様々な生物の比較に基づい
て、生物は多様でありながら
共通性をもっていることを見
いだして理解する。
・生物が共通性を保ちながら
進化し多様化してきたこと、
共通性は起源の共有に由来す
ることを理解させる。
・生物に共通する性質は細胞
であることを理解させる。ま
た、細胞にも原核細胞と真核
細胞があることを細胞の内部
構造とともに理解させる。

・生物の共通性と
多様性を話し合
う。
・原核細胞と真核
細胞を学習する際
に、両者の観察を
行い違いを述べ
る。

家庭

６月３
週～

７月２
週目

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

8

・DNAの構造や性質を、研究
史を展開しながら理解させ
る。
・DNA、遺伝子、ゲノムの関
係性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に、
複製され質・量ともに均等に
分配されることにより遺伝情
報が伝えられることを理解さ
せる。
・DNAの複製・分裂は細胞周
期にあわせて行われることを
理解させる。

・DNAの構造を説明
する。
・細胞分裂におけ
るのDNAのふるまい
を説明する。

５月３
週～

６月２
週目

　2節　細胞とエネルギー 8

・生命活動に必要なエネル
ギーと代謝について理解させ
る。その際、呼吸と光合成の
概要を扱う。
・代謝の反応が行われるとき
に、酵素がどのように関与し
ているのか理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成
する反応であることを理解さ
せる。

・代謝における物
質の変化とエネル
ギーの出入りを説
明する。

家庭



①　知識・技能
・DNAの塩基配列に基づいて、タンパク質が合成
されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し、細胞ごとに特定
の遺伝子が発現することを理解する。
・試料の採取、染色などを行い、光学顕微鏡で観
察する技能を習得している。

（定期考査）
（実験評価・レポー
ト）

②　思考・判断・表現
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成さ
れる過程を体系的に考察し、表現できる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・DNAの塩基配列の情報に基づいて、タンパク質
が合成されることを理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート

①　知識・技能
・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意
味を理解している。
・腎臓での塩類濃度の調節や、肝臓による物質の
合成・分解などのしくみを理解している。
・解剖など生体を扱う技能を習得している。

（定期考査）
（実験評価・レポー
ト）

②　思考・判断・表現
・腎臓の働きについて体系的に理解し、ろ過・再
吸収のしくみを説明することができる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・外界の環境が変化しても、体内環境は一定の範
囲に保たれていることを理解しようとする。

（発問評価

①　知識・技能
・神経やホルモンの働きにより体内環境が維持さ
れることを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖濃度が保たれること
を理解しており、ホルモンの分泌不足による発症
する疾患についての知識を得ている。
・実験により得られたデータを比較・分析するこ
とにより、結論を導き出すことができる。

（定期考査）
（課題提出・ワーク
シート）
（実験評価・レポー
ト）

②　思考・判断・表現
・体の調節に関する観察、実験などを行い、体内
での情報の伝達が体の調節に関係していることを
見いだして理解することができる。
・血糖濃度調節のしくみを、ホルモンと自律神経
系の両方の働きから説明できる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・観察、実験に基づいて、体内での情報の伝達が
体の調節に関係していることを見いだし、理解し
ようとする。
・資料に基づいて、ヒトの血糖濃度が調節される
しくみを見いだし、理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理
解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患について
理解している。

（定期考査）

②　思考・判断・表現
・資料に基づいて、異物を排除する防御機構が備
わっていることを見出して理解することができ
る。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体系的
に考察し、表現することができる。
・ヒトの免疫疾患について、身近な例をもとに説
明することができる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理
解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・陸上には、森林・草原・砂漠などの多くの植生
がみられ、植物をとり巻く環境や構成種により植
生が変わっていくことを理解している。
・植生の遷移についてその過程を理解している。

（定期考査）

②　思考・判断・表現
・資料に基づいて、遷移の要因を見いだして理解
することができる。
・植生の遷移が、光環境や土壌の変化によってど
のように進むかを説明できる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・資料に基づいて、植生が変化する要因を見いだ
し、その要因が植生にどのように影響するかを理
解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・地球上には、気温や降水量ごとにさまざまなバ
イオームが成立していることを理解している。

（定期考査）

９月３
週～

１０月
２週目

第3章　ヒトのからだの調
節
　1節　体内環境

6

・動物が体内環境をもち、外
界からの影響を適切に調節し
ていることを理解させる。
・恒常性により、体内環境が
保たれていることを理解させ
る。
・体液を調節することで、体
内環境が保たれていることを
理解させる。

・恒常性を話し合
い意見を交換す
る。
・腎臓のはたらき
と仕組みを説明す
る。。

保健体育

７月３
週～

９月２
週目

　2節　遺伝情報とタンパ
ク質の合成

7

・さまざまな生命現象にはタ
ンパク質が関わっていること
に触れ、それらタンパク質が
DNAの遺伝情報に基づいて合
成されることを理解させる。
・DNAからタンパク質が合成
される際には、転写・翻訳が
行われることを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内で
つねに発現しているわけでは
ないことを理解させる。

・DNAの遺伝情報が
タンパク質に発言
する仕組みを説明
する。

家庭

１１月
３週～
１２月
２週目

　3節　免疫 8

・ヒトには異物を排除する防
御機構が備わっていることを
見いだして理解させる。
・病原体の侵入を防ぐため
の、異物を認識し、排除する
しくみを理解させる。
・免疫のしくみの概要を取り
上げ、体液性免疫や細胞性免
疫について理解させる。
・一次応答と二次応答の違い
を理解させ、同じ疾患に二度
かかりにくい理由を考察させ
る。
・ヒトの身近な免疫疾患につ
いて理解させる。

・免疫のしくみと
免疫細胞の関わり
を、自然免疫、獲
得免疫それぞれに
説明する。

保健体育

１０月
３週～
１１月
２週目

　2節　体内環境の維持の
しくみ

8

・体内での情報の伝達が体の
調節に関係していることを見
いだして理解させる。
・体内環境の調節に、神経系
と内分泌系が関わっているこ
とを理解させる。
・体内環境の維持とホルモン
の働きとの関係を見いだして
理解させる。
・ヒトの体液濃度の調節が、
自律神経とホルモンの作用に
より一定の範囲に保たれてい
ることを理解させる。
・血糖濃度がホルモンと自律
神経が関わるしくみで調節さ
れていることについて理解さ
せ、調節ができなくなったと
きに発症する疾患についても
触れる。

・神経系、内分泌
系について説明す
る。

２月１
週～

２月３
週目

　2節　植生とバイオーム 5

・気温や降水量の違いによ
り、地球上には多くのバイ
オームが成立していることを
理解させる。
・遷移の結果として森林・草
原・荒原のバイオームとなる
ことを理解させる。
・バイオームの構成要素であ
る植物種を取り上げ、その場
所の気温や降水量に適応して
いることを理解させる。
・日本のバイオームについて
も、その構成種とともに理解
させる。

・バイオームの定
義を説明する。

社会（地理）

１２月
３週～
１月４
週目

　第4章　生物の多様性と
生態系
　1節　生態系とその成り
立ち

6

・生物は環境からの影響を受
けながら存在し、生態系には
多様な生物が存在することを
理解させる。
・陸上には、草原や森林など
のさまざまな植生があること
を理解させる。
・植生は不変ではなく、光の
量や植生をとり巻く環境から
影響を受けて変化していくこ
とを理解させる。
・環境形成作用により土壌が
形成されることを理解させ
る。
・植生内の光環境の変化や土
壌の発達によって遷移が進行
することを理解させる。

・植物の環境形成
作用が遷移の進行
について、話し合
う。



②　思考・判断・表現
・気温や降水量によって成立するバイオームが異
なるのは、バイオームを構成する植物種がその場
所の気温や降水量に適応しているためであると考
察し、それを表現することができる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・地球上にはさまざまなバイオームが成立してい
ることを理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

①　知識・技能
・生態系内における種多様性、生物どうしのかか
わりあいについて理解している。
・生態系のバランスや、生態系の保全の重要性に
ついて理解している。
・野外で行う調査・実験の方法を習得している。
・インターネットや文献などを用いて、調査する
方法を習得している。

（定期考査）
（実験評価・レポー
ト）
（課題提出・ワーク
シート）

②　思考・判断・表現
・生態系と生物の多様性に関する観察、実験など
から、生態系における生物の種多様性を見いだす
ことができる。
・生態系の保全の重要性について、生物の多様性
の視点から考察することができる。
・世界の環境問題について、情報を調査し、自分
の考えをまとめ、表現することができる。

（発問評価・振り返
りシート）
（課題提出・ワーク
シート）

③　主体的に学習に取り組む態度
・生物が多様であることを、食物網や間接効果と
関連付けて説明できる。
・生態系のバランスや、生態系を保全することが
重要であることを理解しようとする。

（発問評価・振り返
りシート）

70

２月１
週～

２月３
週目

　2節　植生とバイオーム 5

・気温や降水量の違いによ
り、地球上には多くのバイ
オームが成立していることを
理解させる。
・遷移の結果として森林・草
原・荒原のバイオームとなる
ことを理解させる。
・バイオームの構成要素であ
る植物種を取り上げ、その場
所の気温や降水量に適応して
いることを理解させる。
・日本のバイオームについて
も、その構成種とともに理解
させる。

・バイオームの定
義を説明する。

社会（地理）

指導時間数の計

２月４
週～

３月３
週目

　　3節　生態系と生物の
多様性
　4節　生態系のバランス
と保全

6

・生態系における生物の種多
様性について理解させる。
・生物の種多様性と生物間の
関係性とを関連付けて理解さ
せる。
・捕食によって物質とエネル
ギーが移動することを理解さ
せる。
・生態系のバランスと、人為
的攪乱によりそのバランスが
崩れる場合があることを理解
させる。
・生態系の保全の重要性につ
いて認識させる。
・自然環境の保全に寄与する
態度を育てる。

・生物の関係性に
ついては捕食と被
食を中心に扱い、
人間の位置づけて
関係性を話し合
う。



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

全日制・普通科・2学年・理系

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
・物理量の定義を理解し，さまざまな数値を10の
累乗の形で表すことができる。
・有効数字の意味を理解し，測定値の計算ができ
る。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・誤差が生じる原因を理解し，有効数字の桁数を
考えることができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・物理の基礎となる物理量の表し方や誤差と有効
数字について，意欲的に学習しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・変位，速度，加速度の基本的な物理量の定義を
理解し，それぞれを式で表すことができる。
・速度の合成や，相対速度に関する現象を観察
し，それぞれを式で表すことができる。
・等加速度直線運動の特徴を踏まえ，関係式を導
くことができる。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・x－tグラフやv－tグラフから，物体の位置や速
度を的確に読み取ることができる。
・変位，速度，加速度の違いを理解し，それぞれ
の関係を式で表し，求めることができる。
・物体の位置と時間などの関係をもとに，x－tグ
ラフやv－tグラフ，a－tを描くことができる。
・変位，速度，加速度を用いて，さまざまな物体
の運動を説明することができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・身のまわりの物体の運動に関心を示し，位置や
変位，速度を理解しようとする。
・速度が変化する日常での事象について意欲的に
考え，加速度とはどのような物理量であるかを考
察しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・落下する物体の運動は，鉛直下向きの加速度を
もつ等加速度運動であることを理解する。
・力の表し方とともに，さまざまな力のはたらき
方を理解する。
・質量と重さの違いを理解し，重力，弾性力を計
算することができる。
・力の合成・分解を踏まえ，力のつりあいを考え
ることができる。
・作用・反作用とつりあう2力とを区別すること
ができる。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・落下運動の特徴を理解し，式やグラフを用いて
表現できる。
力のベクトルの性質を踏まえ，つりあいの式を考
えることができる。
・つりあう2力と作用・反作用の2力の違いを説明
できる。
・さまざまな状態にある物体について，はたらく
力を図示することができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・物体が落下するときのようすなどに関心をも
ち，それらの現象を物理的に考えようとする。
・日常での経験と照らし合わせて力のはたらきを
観察し，物理学的に理解しようとする。
・力のつりあいや作用・反作用の法則を確認する
実験などに意欲的に取り組んでいる。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・さまざまな運動状態における物体について，運
動方程式を立てることができる。
・物理における仕事，仕事率を計算することがで
きる。

小テスト
定期考査

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め、科学的に探求するために必要な知識および観察、実験などに関する技能を身につける。

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

自らの課題を設定し、課題解決に向けて多面的・多角的に思考し、科学的に探求することができる。

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

5

月

第Ⅰ章　第1節

物体の運動
5

・物体の変位や速度などの表
し方について，直線運動を中
心に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
る。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考える。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

高等学校　物理基礎（第一学習社）

科目の目標

（1） 日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについて理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに

関する基本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

（3） 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う

4

月

序章

物理量の測定と扱い方
5

・物理量，数値，数式のそれ
ぞれの表し方を理解する。
・誤差と有効数字を理解し，
測定値の計算に取り組む。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

7

月

第Ⅰ章　第2節

力と運動の法則

第Ⅰ章　第3節

仕事と力学的エネルギー

5

・運動方程式の立て方につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動方程式の立て
方を理解する。
・摩擦力の特徴を理解し，そ
れを含めた運動について理解
する。
・水圧と浮力の関係について
理解する。
・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

6

月

第Ⅰ章　第1節

物体の運動

第Ⅰ章　第2節

力と運動の法則

10

・物体が空中を落下するとき
の運動を調べ，その特徴を理
解する。
・自由落下や鉛直投射につい
て，式やグラフを用いて考え
ることができる。
・物体にさまざまな力がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく力の合成・
分解をベクトルを用いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作用・反作用の法則を扱
い，つりあう2力との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学



②　思考・判断・表現
・摩擦力や空気抵抗を含めた運動について，運動
方程式を立てて考察することができる。
・運動方程式を用いて，物体がどのような運動を
するかを考察できる。
・浮力が生じるしくみを理解し，水中で物体が受
ける力を的確に図示することができる。
・物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな
力がする仕事を考えることができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・摩擦力や浮力など，さまざまな力を含めた物体
の運動について，物理学的に理解しようとしてい
る。
・日常における仕事との違いに留意し，物理にお
ける仕事について理解しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・物理における仕事，仕事率を計算することがで
きる。
・運動エネルギーの大きさを計算し，物体がされ
た仕事との関係についても式を用いて計算でき
る。
・位置エネルギーを計算することができる。
・保存力の特徴を学習し，位置エネルギーとの関
係について理解する。
・力学的エネルギー保存の法則を導くことがで
き，式を立てることができる。
・熱運動と温度との関係を理解する。
・セルシウス温度と絶対温度の関係を式を用いて
理解する。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両
者の関係を説明することができる。
・さまざまな状態における物体の位置エネルギー
を考えることができる。
・種々の物体の運動について，力学的エネルギー
保存の法則を適用することができる。
・力学的エネルギーが保存されない場合の運動
も，式を用いて考えることができる。
・セルシウス温度と絶対温度の違いを理解し，説
明することができる。
・温度の異なる物体を接触させたときに，熱がど
ちら向きに移動するかを考えることができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・中学校の学習内容を振り返り，運動エネル
ギー，位置エネルギーについて意欲的に考えよう
とする。
・運動エネルギーと位置エネルギーの両者から，
エネルギーについて成り立つ関係を主体的に導出
しようとする。
・エネルギーの利用例について，日常のさまざま
な事象や現象と結びつけて理解している。
・日常でよく使われる温度と絶対温度との違いを
認識し，温度と熱との関係を主体的に考えようと
する。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・熱容量と比熱の関係を学習し，熱量の保存につ
いての式を立てることができる。
・物質の各状態における熱運動のようすを理解
し，潜熱を計算することができる。
・熱力学の第1法則を用いて，内部エネルギーの
変化，外部とやりとりする仕事，熱を計算するこ
とができる。
・熱機関のしくみを学び，熱効率を計算すること
ができる。
・エネルギー保存の法則が常に成り立つことを理
解する。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・比熱と熱容量の違いを理解し，熱量の保存を利
用して比熱などの測定をすることができる。
・水を加熱していくときの，物質の状態と構成粒
子の熱運動の関係について説明することができ
る。
・小型ポットを振ったときなどの，熱と仕事の関
係について考察することができる。
・熱機関の基本的なしくみを理解し，その特徴を
説明することができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・熱と仕事の関係について，日常における現象と
結びつけて考えようとする。
・熱力学の第1法則の意味を理解し，脱脂綿の発
火など，具体的な現象に適用して考察しようとす
る。
・エネルギーとその移り変わりについて，日常で
の利用例と関連させて理解しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・水面に浮かぶ木の葉などの例をもとに，波と媒
質について理解する。
・波動実験用のばねによる観察などを通して，波
の伝わり方を理解する。
・単振動と等速円運動の関係を学習し，波の速さ
や振動数，波長など，基本的な波に関する物理量
について理解する。
・横波と縦波の定義を理解する。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・さまざまな種類の波について，波源や媒質が何
かを考察できる。
・波源の振動の仕方によってどのような波形の波
ができるのかを表すことができる。
・y－xグラフ，y－tグラフの違いを理解し，一方
のグラフからもう一方のグラフを描くことができ
る。
・横波，縦波の違いを理解し，縦波を横波のよう
に表示できる。

発表
レポート

7

月

第Ⅰ章　第2節

力と運動の法則

第Ⅰ章　第3節

仕事と力学的エネルギー

5

・運動方程式の立て方につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動方程式の立て
方を理解する。
・摩擦力の特徴を理解し，そ
れを含めた運動について理解
する。
・水圧と浮力の関係について
理解する。
・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

10

月

第Ⅱ章　第1節

熱とエネルギー
5

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，比熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利用し，物質
の比熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱力学の第1法則を理解す
る。
・熱機関と熱効率を学習し，
可逆変化と不可逆変化につい
て理解する。
・さまざまなエネルギーの移
り変わりを学習したのち，エ
ネルギーの保存について理解
する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学
化学

9

月

　第Ⅰ章　第3節

仕事と力学的エネルギー

第Ⅱ章　第1節

熱とエネルギー

10

・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を用いて理解
する。
・位置エネルギー，保存力を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・力学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り立つ条件とと
もに理解する。
・熱運動，セルシウス温度，
絶対温度を学習し，温度につ
いて理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学
化学

11

月

第Ⅲ章　第1節

波の性質
10

・正弦波と波，振幅，波長，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y－xグラフ，y－tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解する

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学



③　主体的に学習に取り組む態度
・身のまわりには，さまざまな種類の波があるこ
とを理解しようとする。
・ばねを伝わる波や波動実験器などの実験で，波
が伝わるようすを意欲的に観察しようとする。
・y－xグラフ，y－tグラフを自らの力で描こうと
努力している。
・横波，縦波の違いを理解し，縦波をどのように
グラフに表せるかを考えている。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・2つの波が重なりあったときの作図ができる。
・定常波ができる条件を理解している。
・反射の仕方を理解し，反射波の作図をすること
ができる。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・波の重ねあわせ，波の独立性を踏まえ，2つの
波によって生じる波形を表現することができる。
・定常波の特徴を踏まえ，進行波の波長や腹，節
の位置などを求めることができる。
・自由端，固定端のそれぞれにおいて，正弦波の
反射によって定常波が生じることを説明できる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・波動実験器などを用いた実験において，波が重
なるようすや通り過ぎるようすをよく観察し，ど
のような性質があるかを考察している。
・自由端，固定端での反射の仕方を，観察などを
通して物理学的に説明しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・音波が疎密波であることを理解し，空気中にお
ける音速と温度の関係を式で表すことができる。
・オシロスコープで表示した音波の波形を比較
し，音の振動数，大きさを比べることができる。
・うなりとは何かを理解し，その観測から回数を
測定することができる。

小テスト
定期考査

②　思考・判断・表現
・音の高さ，大きさなどが，音波の波形の何で表
されるかを理解する。
・振動数が既知のおんさと未知のおんさによるう
なりの観測から，未知の振動数を求めることがで
きる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・身のまわりの事象や現象と結びつけ，音の伝わ
るようすや音が波であることの特徴を理解しよう
とする。
・うなりの観測を通じて，うなりが生じるしくみ
を主体的に理解しようとする。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・弦に生じる定常波の波長や振動数を式で計算す
ることができる。
・気柱が振動するときの定常波の波長や振動数を
式で計算することができる。

小テスト

②　思考・判断・表現
・弦の振動における波長や振動数の関係を式で導
くことができる。
・たこ糸を用いた弦の固有振動に関する探究など
を通じて，弦の固有振動数が張力と線密度とどの
ような関係にあるのかを考察できる。
・閉管と開管の違いを理解し，固有振動で生じる
波長と振動数の関係を式で導くことができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・ギターやトランペットなど，楽器から出る音の
しくみなどに関心をもち，意欲的に学習に取り組
んでいる。
・弦の固有振動の探究など，積極的に探究活動に
取り組んでいる。

課題への取り組み
授業態度

①　知識・技能
・共振，共鳴がおこるしくみを理解する

小テスト

②　思考・判断・表現
・共鳴箱の長さが特定の値であることを理解す
る。
・気柱共鳴装置を用いた探究などを通じて，おん
さの振動数を測定することができる。

発表
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
・気柱共鳴装置を用いた探究など，積極的に探究
活動に取り組んでいる。

課題への取り組み
授業態度

70

知識・技能

12

月

第Ⅲ章　第1節

波の性質
5

・波動実験器を用いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独立性について理解
する。
・重なりあった波の作図など
を通して，定常波が生じるし
くみを理解する。
・パルス波の反射，正弦波の
反射について，反射の仕方，
反射波と合成波の作図の仕方
を理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

11

月

第Ⅲ章　第1節

波の性質
10

・正弦波と波，振幅，波長，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y－xグラフ，y－tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解する

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学

2

月

第Ⅲ章　第2節

音波
5

・弦に生じる振動の特徴を学
習し，波の波長，振動数の関
係を式を用いて理解する。
・気柱に生じる振動の特徴を
学習し，波の波長，振動数の
関係を式を用いて理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学
音楽

1

月

第Ⅲ章　第2節

音波
5

・音波の伝わり方を学習し，
空気中における音速と温度の
関係を理解する。
・音の3要素(音の高さ，大き
さ，音色)について，音波の
波形の特徴を理解する。
・身近な現象と関連させ，音
の反射について理解する。
・うなりが生じるしくみを理
解し，うなりの回数を計算す
ることができる。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学
音楽

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度
自然の事物・現象についての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見
通しをもって観察，実験などを行い，科学的
に探究する力を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度を身に
付けている。

3

月

第Ⅲ章　第2節

音波
5

・振り子やおんさを例に，共
振，共鳴について理解する。

・発問への発表
・グループワーク
による問題演習
・演示実験及び生
徒実験の考察

数学
音楽



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

１ 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
　生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯
の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び
環境づくりがかかわっていることを理解してい
る。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　生涯の各段階における健康にかかわる事象や情
報から課題を発見し、疾病等のリスクの軽減、生
活の質の向上、健康を支える環境づくりなどと、
解決方法を関連付けて考え、適切な方法を選択
し、それらを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　生涯の各段階における健康についての学習に自
主的に取り組もうとしている。 ・観察

①　知識・技能
　労働災害の防止には、労働環境に起因する傷害
や職業病などを踏まえた適切な健康管理及び安全
管理が必要であることを理解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　労働と健康にかかわる情報から課題を発見し、
疾病などのリスクの軽減、生活の質の向上、健康
を支える環境づくりなどと、解決方法を関連付け
て考え、適切な整備や活用方法を選択し、それら
を説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　労働と健康についての学習に自主的に取り組も
うとしている。 ・観察

①　知識・技能
　人間の生活や産業活動は、自然環境を汚染し健
康に影響を及ぼすことがあること、それらを防ぐ
には、汚染の防止及び改善の対策をとる必要があ
ること、環境衛生活動は、学校や地域の環境を健
康に適したものとするよう基準が設定され、それ
に基づき行われていることを理解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　環境と健康に関わる事象や情報から課題を発見
し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向上、健
康を支える環境づくりなどと、解決方法を関連付
けて考え、適切な整備や活用方法を選択し、それ
らを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　環境と健康についての学習に自主的に取り組も
うとしている。 ・観察

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の

健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

　(2) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

　(3) 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

科目名 使用教科書名（出版社）

保健 現代高等保健体育（大修館書店）

科目の目標

　保健の見方・考え方を働かせて，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していく

ための資質・能力を次のとおり育成する。

　(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。

　(2) 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者に伝え

　　　る力を養う。

４月

第２週

～４月

第４週

生涯を通じる健康　各段階

の健康
3

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・情報を分析・評
価し、議論する。

・自分の考えやグ
ループの考えを発
展させる。

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

５月

第１週

～５月

第４週

生涯を通じる健康　労働と

健康
6

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

６月

第１週

～６月

第４週

社会生活と健康　環境と健

康
4

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。



①　知識・技能
　食品の安全性を確保することは健康を保持増進
する上で重要であること、食品衛生活動は、食品
の安全性を確保するよう基準が設定され、それに
基づき行われている事を理解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　食品と健康に関わる事象や情報から課題を発見
し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向上、健
康を支える環境づくりなどと、解決方法を関連付
けて考え、適切な整備や活用方法を選択し、それ
らを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　食品と健康についての学習に自主的に取り組も
うとしている。 ・観察

①　知識・技能
　生涯を通じて健康を保持増進するには、保健・
医療制度や地域の保健所、保健センター、医療機
関などを適切に活用することが必要であること、
医薬品は、有効性や安全性が審査されており、販
売には制限があること、疾病からの回復や悪化の
防止には、医薬品を正しく使用することが有効で
あることを理解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　保健・医療制度及び地域の保健・医療機関に関
わる情報から課題を発見し、疾病等のリスクの軽
減、生活の質の向上、健康を支える環境づくりな
どと、解決方法を関連付けて考え、適切な整備や
活用方法を選択し、それらを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　保健・医療制度及び地域の保健・医療機関につ
いての学習に自主的に取り組もうとしている。 ・観察

①　知識・技能
　我が国や世界では、健康課題に対応して様々な
保健活動や社会的対策などが行われてることを理
解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　様々な保健活動や社会的対策に関わる情報から
課題を発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質
の向上、健康を支える環境づくりなどと、解決方
法を関連付けて考え、適切な整備や活用方法を選
択し、それらを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　様々な保健活動や社会的対策についての学習に
自主的に取り組もうとしている。

・観察

①　知識・技能
　自他の健康を保持増進するには、ヘルスプロ
モーションの考え方を生かした、健康に関する環
境づくりが重要であり、それに積極的に参加して
いくことが必要であること、それらを実現するに
は、適切な健康情報の活用が有効であることを理
解している。

・テスト
・観察

②　思考・判断・表現
　健康に関する環境づくりと社会参加に関わる情
報から課題を発見し、疾病等のリスクの軽減、生
活の質の向上、健康を支える環境づくりなどと、
解決方法を関連付けて考え、適切な整備や活用方
法を選択し、それらを説明している。

・学習ノート
・レポート
・観察

③　主体的に学習に取り組む態度
　健康に関する環境作りと社会参加についての学
習に自主的に取り組もうとしている。 ・観察

35

知識・技能

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

７月

第１週

～９月

第４週

社会生活と健康　食品と健

康
6

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

１０月

第１週

～１０

月第４

週

社会生活と健康　保健医療

制度及び地域の保健・医療
6

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

１１月

第１週

～１２

月第２

週

社会生活と健康　様々な保

健活動や社会的生活
3

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。

・家庭基礎（生涯の生
活設計）

１月

第２週

～３月

第１週

社会生活と健康　健康に関

する環境づくりと社会参加
7

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・原則や概念を理
解し説明する。

・自らの考えを整
理し、他者に伝え
る。

・自分の考えや集
団の考えを発展さ
せる。

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度
　個人及び社会生活における健康・安全に
ついて理解を深めているとともに，技能を
身に付けている。

　健康についての自他や社会の課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判
断しているとともに，目的や状況に応じて他
者に伝えている。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進
やそれを支える環境づくりを目指し，
明るく豊かで活力ある生活を営むため
の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

３(２) 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
　体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生
活への取り入れ方などを理解している。
　身体を動かす楽しさや心地よさを味わい、自己
の体力や生活に応じた継続的な運動の計画を立
て、実生活に役立てることができる。

・観察
・学習カード

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　体つくり運動に主体的に取り組むとともに，互
いに助け合い高め合おうとすること，一人一人の
違いに応じた動きなどを大切にしようとするこ
と，合意形成に貢献しようとすることなどや，健
康・安全を確保しようとしている。

・観察
・学習カード

①　知識・技能
　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題
解決の方法，競技会の仕方などを理解している。
　状況に応じたボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作り出すなどの攻
防をすることができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保しようとしている。

・観察
・学習カード

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の

健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

　(2) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

　(3) 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

科目名 使用教科書名（出版社）

５月

第３週

～

６月

第１週

球技

（ネット型）

・ソフトテニス

・パンポン

10

(7)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（ペアワーク）
・計画の発表、実践
（ペアごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

体育

科目の目標

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，運動の

多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。

　(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者

に伝える力を養う。

　(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするな

４月

第２週

～

５月

第２週

体つくり運動
10

(7)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（グループワーク）
・計画の発表、実践
（グループごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（豊かなスポーツライ
フの設計の仕方）

・保健（精神疾患の予
防と回復）



①　知識・技能
　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題
解決の方法，競技会の仕方などを理解している。
　状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安定
したボール操作と状況に応じた守備などによって
攻防することができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保しようとしている。

・観察
・学習カード

①　知識・技能
　技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解決
の方法，競技会の仕方などを理解している。
　記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、自己に
適した泳法の効率を高めて泳ぐことができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，水
泳の事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保しようとしている。

・観察
・学習カード

①　知識・技能
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
理解している。 ・観察

・小テスト

②　思考・判断・表現
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て、課題を発見し、よりよい解決に向けて施行し
判断するとともに他者に伝えている。

・観察
・小テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
　運動やスポーツの効果的な学習の仕方について
の学習に主体的に取り組んでいる。 ・観察

・小テスト

①　知識・技能
　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題
解決の方法，競技会の仕方などを理解している。
　状況に応じたボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作り出すなどの攻
防をすることができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保しようとしている。

・観察
・学習カード

７月

第１週

～

９月

第２週

水泳
12

(8)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
・計画の実践

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

６月

第２週

～

６月

第５週

球技

〔ベースボール型〕

・ソフトボール

12

(8)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（グループワーク）
・計画の発表、実践
（グループごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

９月

第５週

～

１１月

第１週

　球技

（ネット型）

・バレーボール

・バドミントン

18

(10)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（グループワーク）
・計画の発表、実践
（グループごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

９月

第３週

～

９月

第４週

体育理論
6

(6)

・講義
・ワークシート作業
・レポート作成
・グループワーク

・事実を正確に理
解し伝達する。
・他者の意見を解
釈し自分の意見を
深める。



①　知識・技能
　技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決
の方法、協議会の仕方などを理解している。
　記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を解決
するなどの多様な楽しさや喜びを味わい、ペース
の変化に対応して走ることができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための自
己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗な
どを冷静に受け止め，ルールやマナーを大切にし
ようとすること，役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保しようとしている。

・観察
・学習カード

①　知識・技能
　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題
解決の方法，競技会の仕方などを理解している。
　状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの
動きによって空間への侵入などから攻防すること
ができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保しようとしている。

・観察
・学習カード

①　知識・技能
　技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題
解決の方法，競技会の仕方などを理解している。
　状況に応じたボール操作や安定した用具の操作
と連携した動きによって空間を作り出すなどの攻
防をすることができる。

・観察
・技能テスト

②　思考・判断・表現
　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫するとともに，自
己やチームの考えたことを他者に伝えている。

・観察
・学習カード

③　主体的に学習に取り組む態度
　球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとすること，合意形成に貢献
しようとすること，一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること，互いに助け合
い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確
保しようとしている。

・観察
・学習カード

105

(70)

知識・技能

１２月

第３週

～

２月

第２週

球技

〔ゴール型〕

・サッカー

18

(12)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（グループワーク）
・計画の発表、実践
（グループごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

１１月

第２週

～

１２月

第２週

　陸上競技

・長距離走

10

(8)

・個別の運動実践
（長距離走）
・学習カード作業
・個人目標設定

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度
運動の合理的，計画的な実践を通して，運
動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわ
たって運動を豊かに継続することができる
ようにするため，運動の多様性や体力の必
要性について理解しているとともに，それ
らの技能を身に付けている。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝えている。

　運動における競争や協働の経験を通
して，公正に取り組む，互いに協力す
る，自己の責任を果たす，参画する，
一人一人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保している。

２月

第３週

～

３月

第３週

球技

（ネット型）

・ソフトテニス

・パンポン

9

(6)

・個別の運動実践
（個人目標を設定）
・運動計画の作成
（グループワーク）
・計画の発表、実践
（グループごと）

・意義、原則など
を理解し、グルー
プ内で議論する。
・自らの考えを整
理して、他者に伝
える。

・体育理論
（運動やスポーツの効
果的な学習の仕方）



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

2 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
問題解決の考え方について理解し、個人情報保護
法や不正アクセス禁止法などの法規による安全対
策についても理解している。

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
問題解決のためにPDCAを具体例を挙げて説明した
り、個人情報の漏洩の例について説明したりする
ことができる。

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
情報の定義について興味・関心を示している。ま
た、法規による安全対策の重要性に興味・関心を
もって取り組んだり、特許の事例について興味・
関心を持って特許情報を検索する活動に積極的に

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
著作者と伝達者の権利についての法規やルールに
ついて理解している。また、著作物の利用や著作
権法の権利制限規定、さらには著作物の利用につ
いて理解している。

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
著作権法の権利制限規定の意義について考え、討
議することができる。

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
著作権侵害をしないような活動を計画することが
できたり、著作物の利用に関して著作権を侵害し
ないように取り組んでいたりしている。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
伝播メディアや成果メディア、情報デザインの意
味について理解している。

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
コミュニケーションにおける同期・非同期、直
接・間接を適切に分類できたり、文章を視覚化し
たり、レイアウトを工夫したりして表現すること
ができる。

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
電子メール作成における作法を積極的に身に付け
ようとしていたり、情報をわかりやすく伝達する
ために自ら改善しようとしたりしている。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
Webページの特徴や作成方法について理解でき
る。また、HTMLタグやCSSセレクタの働きを理解
できる。

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
Webサイトの情報構造を考え、適切に設計するこ
とができる。また、意図したデザインにするため
のHTMLタグやCSSセレクタを適切に選択できる。

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
Webページの制作に意欲的に取り組んでいる。閲
覧数を増やすための方法を提案することができ
る。

ワークシート
授業時の見取り

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

情報Ⅰ 高校情報Ⅰ　Python（実教出版株式会社）

科目の目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについて理解

を深めるようにする。

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

４月

３週

６日

オリエンテーション

第１章　情報社会

　１　情報と情報社会

　２　問題解決の考え方

　３　法規による安全対策

　４　個人情報とその扱い

　５　知的財産権の概要と

　　　産業財産権

6

・情報や情報の特徴（残存
性，複製性，伝播性）、情報
の定義と分類、メディアとそ
の特性について学ぶ。
・問題解決の考え方、問題解
決の手順、問題解決の手法に
ついて学ぶ。
・情報セキュリティ、法規に
よる安全対策、情報漏洩とそ
の対策について学ぶ。
・個人情報とプライバシー、
個人情報の活用、匿名加工情
報の利用について学ぶ。
・知的財産権の概念（知的財
産権の分類，産業財産権や著

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの
考察などを説明

公民科

公民科

５月

２週

４日

第１章　情報社会

　６　著作権 4

・著作権（著作権（財差
権），著作者人格権）、著作
物の利用，著作権の侵害、著
作物の利用について学ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの
考察などを説明

公民科

５月

２週

４日

第２章　情報デザイン

　７　コミュニケーション

と

　　　メディア

　８　情報デザインと表現

の

　　　工夫

4

・コミュニケーションの形態
の分類や手段の特性、コミュ
ニケーションとメディア、メ
ディアリテラシーについて学
ぶ。
・情報デザインの意味、視覚
的な表現の工夫について学
ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの
考察などを説明

６月

３週

６日

第２章　情報デザイン

　９　Webページと情報デ

ザ

　　　イン

6

・Webサイトの設計やWebペー
ジの構成、HTMLの基礎、Web
ページの制作、閲覧数を増や
す工夫について学ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの



①　知識・技能
アナログとデジタルのそれぞれの特徴や違いを理
解している。また、２進数や10進数、16進数をそ
れぞれ相互に変換する方法を理解し、特に２進数
の簡単な加算と減算について理解している。

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
アナログデータとデジタルデータを比較し、その
違いについて説明することができる。さらに２進
数、10進数、16進数を用いて、目的に応じて適切
に表現することができ、組み合わせ回路の真理値

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
ディジタルの理解を深めようと、２進数や16進数
の演算に意欲的に取り組んでいる。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
音やデジタル化（標本化、量子化、符号化）の仕
組みについて理解している。また、加法混色や減
法混色、解像度、階調について理解している。そ
して、ハードウェアとソフトウェアの関係を理解

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
標本化周期や標本化周波数を音質とデータ量に関

ワークシート
定期考査③　主体的に学習に取り組む態度

音のデジタル化の学習や加法混色の実験、ハード
ワークシート

①　知識・技能
LANとWAN、集中処理と分散処理の違いを理解し、

ワークシート
定期考査②　思考・判断・表現

IPv4やIPv6の表記について理解し、２進や10進、
ワークシート
定期考査③　主体的に学習に取り組む態度

身近なコンピュータシステムについて興味・関心
ワークシート
授業時の見取り①　知識・技能

テーブル、レコード、フィールド、リレーション
ワークシート
定期考査②　思考・判断・表現

SQLを使ったデータの抽出方法を説明できる。ま
た、パスワードの重要性やコンピュータウイルス
について正確にまとめられ、電子すかしの技術を
説明することができる。

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
リレーショナルデータベースの学習に意欲的に取
り組んでいる。パスワードの重要性について関心
を持っている。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
オープンデータには、CSVなど様々な形式がある
ことについて理解している。また、収集したデー

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
画像認識の実例について説明することができる。
また、必要な情報を得るための適切なグラフを選

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
表計算ソフトやテキストマイニング、画像認識に
興味・関心をもっており、意欲的に取り組んでい

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
表計算ソフトウェアの関数を使って統計量を計算
したり、ヒストグラムや箱ひげ図によるデータの

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
おもな基本統計量についてや、移動平均について
その方法について説明することができる。また、

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
表計算ソフトや最小二乗法の学習に興味・関心を
示しており、意欲的に取り組んでいる。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
アルゴリズムの基本とプログラムの意味を理解
し、プログラム作成の手順について理解すること

ワークシート
定期考査

②　思考・判断・表現
アルゴリズムを文章やフローチャートなどの図で
表現することができる。また、構文エラー、実行

ワークシート
定期考査

③　主体的に学習に取り組む態度
基本構造のプログラムや配列を利用した効率のよ
いプログラムの作成を意欲的に取り組んでいる。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
関数の概念、関数の種類、関数の定義と呼び出す
方法について理解している。また、線形探索のア

ワークシート
授業時の見取り

②　思考・判断・表現
組み込み関数とユーザ定義関数の違いについて説
明できる。また、定義側と呼び出す側で引数や戻

ワークシート
授業時の見取り

③　主体的に学習に取り組む態度
探索プログラムの作成に意欲的に取り組んでい
る。

ワークシート
授業時の見取り

①　知識・技能
二分探索のアルゴリズムを理解したり、交換法に
よる整列のアルゴリズムを理解したりしている。
比較回数と交換回数を正しく判断して計算するこ
とができ、選択法による整列のアルゴリズムを理
解している。

ワークシート
授業時の見取り

②　思考・判断・表現
下限値、上限値、中央値、探索値の関係を正しく
とらえることができる。選択法における交換回数
を減らす工夫を説明することができる。

ワークシート
授業時の見取り

③　主体的に学習に取り組む態度
整列プログラムの作成に意欲的に取り組んでい
る。

ワークシート
授業時の見取り

70

数学科

７月

３週

６日

第３章　デジタル

１０　デジタル情報の特徴

１１　数値と文字の表現

１２　演算の仕組み

6

・アナログ・デジタル・デジ
タルデータの特徴、情報量・
ビット・バイト、AD変換，DA
変換について学ぶ。
・数値の表現、負の数や実数
の表現、文字の表現について
学ぶ。
・２進数で表された数値の計
算、論理回路、加算器につい
て学ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの
考察などを説明

９月

３週

６日

第３章　デジタル

１３　音の表現

１４　画像の表現

１５　コンピュータの構成

と

6

・音のデジタル化のしくみ、
標本化周波数と量子化の関
係、標本化定理について学
ぶ。
・光の三原色・色の三原色・
解像度・階調、画像のデジタ
ル化のしくみ、ラスタ形式と

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り

数学科

10月

３週

６日

第４章　ネットワーク

１７　ネットワークと

　　　プロトコル

6
・LANとWAN，集中処理と分散
処理、サーバの利用について
学ぶ。
・IPアドレス、ドメイン名と

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述

11月

２週

４日

第４章　ネットワーク

２２　データベースの仕組

み

２３　個人による情報安全

２４　安全のための情報技

　　　術

4

・リレーショナルデータベー
スの特徴、リレーショナル
データベースの操作について
学ぶ。
・パスワード管理、コン
ピュータウイルス，ウイルス
対策ソフトについて学ぶ。
・不正アクセスへの対策、
フィルタリング，電子透かし
などの技術を学ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが

11月

２週

４日

第５賞　問題解決

２５　データの収集と整理

２６　ソフトウェアを利用

した

　　　データの処理

4

・データの収集、数値データ
の整理、文字データと画像
データの整理について学ぶ。
・表計算ソフトウェアの関数
の利用、表計算ソフトウェア
によるデータの可視化、デー
タの並べ替えや抽出をする方

12月

３週

６日

第５賞　問題解決

２７　統計量とデータの尺

度

２８　時系列分析と回帰分

析

6

・統計量とその計算方法、ヒ
ストグラムや箱ひげ図による
データ分析、尺度水準につい
て学ぶ。
・時系列分析、回帰分析、最
小二乗法について学ぶ。
・モデル化とシミュレーショ

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り

数学科

１月

３週

６日

６章　プログラミング

３０　アルゴリズムとプロ

グ

　　　ラミング

３１　プログラミングの基

6

・アルゴリズムとプログラミ
ング、プログラミング言語の
分類、プログラミングの流れ
について学ぶ。
・プログラムの基本構造（順
次構造，選択構造，繰り返し
構造）、演算子や変数、プロ

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個
人活動とグループ
活動をにおいて、
他者と協働しなが
ら問題の発見・解
決を行う過程の中
で、互いに自らの

数学科

２月

３週

６日

６章　プログラミング

３３　関数

３４　探索のプログラム

6

・関数の機能、関数の定義と
呼び出す方法、グローバル変
数とローカル変数について学
ぶ。
・線形探索について学ぶ。

ワークシートをと
おして、自らの考
察や解釈、概念な
どを論理的に記述
したり、他者に説
明したりする。
また、実習を取り
入れた際には、個

数学科

指導時間数の計

３月

３週

６日

　６章　プログラミング

３４　探索のプログラム

３５　整列のプログラム

6

・二分探索、探索プログラム
の作成方法について学ぶ。
・交換法による整列、選択法
による整列、整列プログラム
の作成について学ぶ。



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（教科） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

２ 全日制・普通科・2年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
造形の要素の働きを理解している。
主題にあった表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表現している。

ワークシート
作品

②　思考・判断・表現
社会におけるデザインの機能や効果、表現形式の
特性などについて考え、個性豊かで創造的な表現
の構想を練っている。
目的や機能との調和のとれた洗練された美しさな
どを感じ取り、発想や構想の独自性と表現の工夫
などについて多様な視点から考え、見方や感じ方
を深めている。

取り組み姿勢
ワークシート
作品

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的にデザインの表現の創造的な諸活動に取り
組もうとしている。

取り組み姿勢
ワークシート

①　知識・技能
造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作
風、様式などで捉えることを理解している。
主題にあった表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表している。

ワークシート
実技（Gペン・グラ
デーション）
作品

②　思考・判断・表現
造形的なよさや美しさを感じ取り、発想や構想の
独自性と表現の工夫などについて多様な視点から
考え、見方や感じ方を深めている。
名画作品を深く見つめ感じ取ったことや考えたこ
となどから主題を生成し、表現形式について考
え、個性豊かで創造的な表現の構想を練ってい
る。

取り組み姿勢
ワークシート
作品

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的に絵画・彫刻の表現の創造的な諸活動に取
り組もうとしている。

取り組み姿勢
ワークシート

①　知識・技能
造形の要素の働き（レリーフ表現）を理解してい
る。
主題にあった表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表している。

ワークシート
実技（彫刻刀・レ
リーフ表現・塗装）
作品

②　思考・判断・表現
目的や機能との調和のとれた洗練された美しさな
どを感じ取り、発想や構想の独自性と表現の工夫
などについて多様な視点から考え、見方や感じ方
を深めている。
ペンケースの機能や効果、表現形式の特性などに
ついて考え、個性豊かで創造的な表現の構想を
練っている。

取り組み姿勢
ワークシート
作品

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的にデザインの表現の創造的な諸活動に取り
組もうとしている。

取り組み姿勢
ワークシート

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

科目名 使用教科書名（出版社）

美術Ⅱ 高校生の美術２(日文）

科目の目標 (1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造的に表すことができるようにす

4月

第2週

～

6月

第3週

オリジナルブランド

（ロゴ・マークのデザイ

ン）

16

ロゴ・マークについて学ぶ。
　わかりやすく効果的なデザ
　インとは
　感情と色・造形
　造形的な特徴

自分の所属する団体や架空の
企業・団体の印（しるし）を
新たに考案し、アクリル絵の
具で彩色をして作品を仕上げ
る
　
できあがった作品の鑑賞会を
する。

話し合い活動
（参考作品を鑑賞
してどんな気持ち
が込められている
か考える）

鑑賞会
（できあがった作
品をお互いに鑑賞
し合いコメントを
する）

6月

第4週

～

9月

第2週

感じたことを生かして②

（点描画による模写から）
18

黒板に展示された50枚の名画
の中から1枚選び、作品につ
いて感じたことや調べたこと
をワークシートにまとめる。

用具の使い方に慣れる。
　Gペンの使い方
　点描によるグラデーション

感じたことを生かして点描で
名画の模写をする。

できあがった作品の鑑賞会を
行う。

話し合い活動
（名画を鑑賞して
どんな気持ちが込
められているか考
える）

鑑賞会
（できあがった作
品をお互いに鑑賞
し合いコメントを
する）

9月

第2週

～

11月

第2週

木彫

（レリーフ表現でペンケー

スの制作）

18

木彫ペンケース制作の手順と
技法について学ぶ
　レリーフ表現
　用途に合った合理的なデザイ

　ン

組み立てから塗装まで計画的
にレリーフ表現によるペン
ケースの制作に取り組む。

できあがった作品の鑑賞会を
行う。

話し合い活動
（参考作品を鑑賞
してどのような工
夫がされているか
考える）

鑑賞会
（できあがった作
品をお互いに鑑賞
し合いコメントを
する）



①　知識・技能
造形の要素の働きを理解している。
主題にあった表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表している。

ワークシート
実技（ニードル・彩
色の仕方）
作品

②　思考・判断・表現
造形的なよさや美しさを感じ取り、発想や構想の
独自性と表現の工夫などについて多様な視点から
考え、見方や感じ方を深めている。
自然や自己、社会などを深く見つめ感じ取ったこ
とや考えたことなどから主題を生成し表現形式に
ついて考え、個性豊かで創造的な表現の構想を
練っている。

取り組み姿勢
ワークシート
作品

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的に絵画・彫刻の表現の創造的な諸活動に取
り組もうとしている。

取り組み姿勢
ワークシート

①　知識・技能
造形の要素の働きを理解している。
主題にあった表現方法を創意工夫し、個性豊かで
創造的に表している。

ワークシート
実技（マスキング・
コンプレッサーの使
い方）
作品

②　思考・判断・表現
目的や機能との調和のとれた洗練された美しさな
どを感じ取り、発想や構想の独自性と表現の工夫
などについて多様な視点から考え、見方や感じ方
を深めている。
目的や条件から主題を生成し機能や効果、表現形
式の特性などについて考え、個性豊かで創造的な
表現の構想を練っている。

取り組み姿勢
ワークシート
作品

③　主体的に学習に取り組む態度
主体的にデザインの表現の創造的な諸活動に取り
組もうとしている。

取り組み姿勢
ワークシート

70

知識・技能

知識・技能

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

知識・技能

○

○

○

11月

第3週

～

1月

第2週

重なりを生かして

（スクラッチグラス画）
10

スクラッチ画制作の手順と技
法について学ぶ
　ニードルの使い方
　色彩を重ねることによる表現

　の広がり

アイデアスケッチから彩色ま
で計画的にスクラッチ画の制
作に取り組む。

できあがった作品の鑑賞会を
行う。

話し合い活動
（参考作品を鑑賞
してどんな工夫や
気持ちが込められ
ているか考える）

鑑賞会
（できあがった作
品をお互いに鑑賞
し合いコメントを
する）

1月

第3週

～

3月

第3週

いつまでも使いたいコップ

（サンドブラスト）
8

サンドブラスト制作の手順と
技法について学ぶ
　マスキングシートの使い方
　コンプレッサーでの砂の吹
　き付け
　
自分なりのテーマを決定し
コップの図案を考え、計画的
にサンドブラストでのオリジ
ナルコップ制作に取り組む。

できあがった作品の鑑賞会を
行う。

話し合い活動
（参考作品を鑑賞
してどんな工夫や
気持ちが込められ
ているか考える）

鑑賞会
（できあがった作
品をお互いに鑑賞
し合いコメントを
する）

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

対象や事象を捉える造形的な視点について
理解を深めている。
表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造的
に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的
な工夫、美術の働きなどについて考え、主題
を生成し個性豊かに発想し構想を練ったり、
自己の価値感を高めて美術や美術文化に対す
る見方や感じ方を深めたりしている。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り
組もうとしている。

学習評価の総括方法
思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

定期考査

小テスト

実技テスト
パフォーマンステスト

○

発表・作品制作 ○ 〇

課題等の提出内容 ○ ○

レポートの提出内容 ○ ○

学習に取り組む様子 ○

自己評価・相互評価 ○ ○

振り返りカード ○ ○

その他
※文書で記入可



茨城県立多賀高等学校　年間指導計画　（芸術科書道Ⅱ） 学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

2 全日制・普通科・2年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数

単元・題材で育成する資質・能力

＜単元・題材の評価規準＞
評価方法 　学習活動 主な言語活動

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

①　知識・技能
隷書・篆書の基本的な用筆運筆（蔵鋒・波磔等）
の技法を習得している。

臨書作品

②　思考・判断・表現
隷書・篆書の古典を鑑賞し、その書風の特徴をと
らえて説明したり、毛筆で表現することができ
る。

臨書作品
レポート

③　主体的に学習に取り組む態度
古典の書風をとらえて説明したり、毛筆で表現す
るために自ら考え、意見を発表したり、他者の意
見を取り入れたりできるようにする。

レポート

①　知識・技能
篆刻に関する用具用材（印刀や印泥など）の取り
扱い方を習得している。
漢印の摸刻を通して印篆の特徴を理解する。

摸刻作品

②　思考・判断・表現
篆刻の古典作品を鑑賞し、その趣を取り入れて姓
名印の印稿を作成し、姓名印を完成する。
印譜を製作する。

姓名印

③　主体的に学習に取り組む態度
印稿を相互批評して更に良い印稿に仕上げる。

印譜
レポート

①　知識・技能
刻字に関する特殊な用具用材（印刀・印床・印泥
など）の取り扱いを習得している。

点画練習作品

②　思考・判断・表現
選んだ文字効果的に表現する字体・構成を考えて
原稿を完成することができる。

刻字原稿
刻字作品

③　主体的に学習に取り組む態度
彩色の仕方を工夫して効果的に表現することができ
る。
相互批評の話し合いに積極的に参加して、自分の意見
を相手に正しく伝えることができる。

レポート

①　知識・技能
原稿作成の参考となる古典の臨書を通して、効果
的な表現の原稿を制作することができる。
カーボン紙・切り抜き等の技法を習得している。

臨書作品

②　思考・判断・表現
選んだ文字を効果的に表現する字体・構成を考え
て創作することができる。

砂字作品

③　主体的に学習に取り組む態度
原稿を基にして配色を工夫し、他者の意見を取り
入れて作品を完成する。批評会において積極的に
自分の意見を発表することができる。

レポート

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

（１）芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）

（２）創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）

（３）生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう

科目名 使用教科書名（出版社）

書道Ⅱ 書Ⅱ（光村図書）

科目の目標

　書道の創造的な諸活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。

（１）書の表現の方法や形式、多様性などについて理解を深めるとともに、書の伝統に基づき、効果的に表現するための技能を身に付けるようにする。（知

識及び技能）

（２）書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わ

４月

～

５月

６日

隷書・篆書（漢字） 12

〇説明を聞く
〇古典の臨書（乙瑛碑・泰山
刻石など）
〇相互批評

相互に観察して批
評し合う

地歴科

地歴科

６月

～９月

９日

篆刻（漢字） 18

〇説明を聞く
〇漢印の摸刻
〇相互批評
〇姓名印を製作する
〇印譜を製作する

相互に鑑賞して批
評し合う
　
分からない・上手
くできない場合に
自主的に指導者に
質問する

地歴科

１０月

～１２

月

９日

刻字（漢字） 18

〇基本点画の刻法練習
〇原稿作成のために参考にな
る古典の臨書
〇原稿作成
〇刻法
〇採色
〇相互批正　鑑賞

相互に鑑賞して批
評
しあう

分からない・上手
くできない場合に
自主的に指導者に
質問する

批評会における感
想発表

１月～

２月

６日

色砂による創作 12

〇原稿作成のために参考にな
る古典の臨書
〇原稿作成
〇カーボン紙による転写
〇カッターによる切り抜き
〇砂ふり
〇相互批評　鑑賞

相互に鑑賞して批
評
しあう

分からない・上手
くできない場合に
自主的に指導者に
質問する

批評会における感
想発表

美術



①　知識・技能
蓬莱切の臨書を通して連綿・変体仮名などの特徴を再
確認する
教科書所載の漢字かな交じり作品のうち好きな作品を
選んで臨書し、その特徴を理解する。

臨書作品

②　思考・判断・表現
多賀高の校歌にふさわしい書体を選択し、漢字と
かなを融合した作品を創作する。

校歌（創作作品）

③　主体的に学習に取り組む態度
相互批評を通して改善策を模索しより良い作品に
まとめることができる。

レポート

70

知識・技能

知識・技能

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

知識・技能

○

○

国語科

２月～

３月

5日

漢字かな交じりの書

校歌の創作
10

〇蓬莱切の臨書
〇教科書漢字かな交じり作品
の臨書
〇校歌を創作する
〇相互批評
〇学習内容・反省点等をレ
ポートにまとめる

相互に鑑賞して批
評
しあう

分からない・上手
くできない場合に
自主的に指導者に
質問する

批評会における感
想発表

評価場面
各観点で用いる項目に○

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

指導時間数の計

評価の観点

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度
・書の表現の方法や形式、多様性などにつ
い
て理解を深めている。
・書の伝統に基づき，効果的に表現するた
めの技能を身に付けている。

・書のよさや美しさを感受し、意図に基づい
て創造的に構想し個性豊かに表現を工夫して
いる。
・作品や書の伝統と文化の意味や価値を考
え、書の美を味わい深く捉えている。

主体的に書の創造的な諸活動に取り組
んでいる。

学習評価の総括方法

思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

学習評価結果の
ＡＢＣの数で評価

定期考査

小テスト

実技テスト
パフォーマンステスト

発表・作品制作 ○ ○

課題等の提出内容 ○ ○

レポートの提出内容

学習に取り組む様子 ○

自己評価・相互評価 ○ ○

振り返りカード

その他
※文書で記入可



学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

4 全日制・普通科・２学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数
単元の目標 主な言語活動等 評価方法

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

4月

Lesson 1 Dances Around
the World

13

・世界各地のさまざまなダンスについ
て、理解して考えを深めることができ
る。
・紹介したい日本の踊りについて、意見
を交換してまとめ、発表することができ
る。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ラ
イティング）

保健体育
地歴科

5月

Lesson 2 Katsura
Sunshine－Making the
World Laugh

13

・桂三輝さんの落語についての考え方や
取り組み方について、理解して考えを深
めることができる。
・日本文化について、意見を交換してま
とめ、発表することができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ス
ピーキング［発表］）

家庭科
芸術科

6月

Lesson 3  Living with
Nature－Takita Asuka’
s Journey

13

・滝田明日香さんが行う野生動物の保護
活動について、理解して考えを深めるこ
とができる。
・絶滅の危機にある動植物の現状につい
て、意見を交換してまとめ、発表するこ
とができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ラ
イティング、スピーキング
［発表］）

理科
地歴公民科

7月

Lesson 4  To Sesame
Street

13

・『セサミストリート』に込められた
メッセージについて、理解して考えを深
めることができる。
・サミストリートのキャラクターについ
て、意見を交換してまとめ、発表するこ
とができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ス
ピーキング［発表）

芸術科

科目名 使用教科書名（出版社）

茨城県立多賀学校　年間指導計画　（外国語科）

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　

〇理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　

〇どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

英語コミュニケーションII MY WAY English Communication II

CAN-DOリストに基づく

年度末の学習到達目標

聞くこと（L）　： 自分自身や身の回りのこと、日常生活のことなど、身近なトピックについての簡潔な説明を理解できる。

読むこと（R）　： 平易な表現を用いて書かれた人物描写、場所の説明、日常生活や文化の紹介などの説明文を理解できる。

話すこと〔やりとり〕（SI）　： 身近な話題について聞いた内容に関して、質問をしたり適切に答えたりできる。

話すこと〔発表〕（SP）　：  自分に直接関わりのある話題について、補助的な手段を用いながら基礎的な表現を用い説明できる。

書くこと（W）　： 自分の身の回りの出来事や趣味などについて、個人的経験に基づいて、短い文章を書ける。（2～3文、50words程度）



 9月

Lesson 5 From
Landmines to Herbs

13

・篠田ちひろさんのカンボジアでの活動
について、理解して考えを深めることが
できる。
・参加してみたい国際ボランティア活動
について、意見を交換してまとめ、発表
することができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ス
ピーキング［やりとり］）

地歴科

 10月

Lesson 6 Murals－The
Power of Public Art

13

・世界中の壁画プロジェクトについて、
理解して考えを深めることができる。
・創立記念行事で校舎の外壁に描きたい
絵について、意見を交換してまとめ、発
表することができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）

芸術科

11月

Lesson 7  "Englishes"
in the World

13

・世界のさまざまな英語について、理解
して考えを深めることができる。
・楽しみながらできる英語の学習方法に
ついて、意見を交換してまとめ、発表す
ることができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ス
ピーキング［発表］）

12月

Lesson 8 Deepika Kurup
―The Science Behind
Clean Water

13

・世界の水問題とその解決のための取り
組みについて、理解して考えを深めるこ
とができる。
・社会問題に取り組む発明家や起業家に
ついて、意見を交換してまとめ、発表す
ることができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ラ
イティング）

地歴科
家庭科

1月

Lesson 9 The World's
Poorest President

13

・ホセ・ムヒカさんの幸せに対する考え
方について、理解して考えを深めること
ができる。
・幸せを感じるときについて、意見を交
換してまとめ、発表することができる。

意見を交換してまとめ、発表する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ス
ピーキング［発表］）

公民科
保健体育科

2月

Lesson 10　Living in
an E-Society―The Pros
and Cons

13

・eスポーツや電子書籍の長所と短所に
ついて、理解して考えを深めることがで
きる。
・eスポーツや電子書籍の長所と短所に
ついて、グループで情報を整理し、議論
することができる。

グループで情報を整理し、議論する。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（定期試験、課
題テスト）
・パフォーマンス評価（ラ
イティング）

保健体育科
情報科

３月

Reading 2
Syria's Secret Library

10

・内戦下シリアの秘密図書館についての
物語について、理解して考えを深めるこ
とができる。
・物語の登場人物にとって本や図書館は
どのような存在だったのかについて、話
し合うことができる。

理解して考えを深め、話し合う。 ・活動の観察
・課題などの提出状況
・評価問題（課題テスト）
・パフォーマンス評価（ラ
イティング）

地歴公民科

指導時間数の計 140



知識・技能 思考力・判断力・表現力

知識・技能 思考力・判断力・表現力

学習評価結果のABCの数の評価 学習評価結果のABCの数の評価

知識・技能 思考力・判断力・表現力

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

定期考査

評価の観点

主体的に学習に取り組む態度

外国語の音声や語彙、表現、文法、
言語の働きなどの理解を深めるとと
もに、これから知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによ
る実際のコミュニケーションにおい
て、目的や場面、状況などに応じて
適切に活用できる技能を身につけて
いる。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解
したり、これらを活用して適切に表現したり伝
え合う力を育む。

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮
しながら、主体的、自律的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度を身
につけようとしている。

学習評価の総括方法

主体的に学習に取り組む態度

学習評価結果のABCの数の評価

評価場面
各観点で用いる項目に○

主体的に学習に取り組む態度

小テスト

実技テスト
パフォーマンステスト

発表・作品制作 〇

課題等の提出内容 〇

レポートの提出内容

学習に取り組む様子 〇

自己評価・相互評価

振り返りカード

その他
※文書で記入可



学校番号　６

単位数 課程・学科・学年

2 全日制普通科2学年

時期

月

週

日

単 元・題 材名
指導

時数
単元の目標 主な言語活動等 評価方法

各教科等横断的な資

質･能力の育成に関わ

る他教科等との関連

４月
Lesson 1

I Love My Country
10

・これまでの経験について、情報や自分
の考え気持ちを伝えあう。
・自分の好きな場所について、情報や自
分の考え気持ちを伝えあう。
・昨年の思い出と今年の計画について、
情報や自分の考え気持ちを整理して、詳
しく伝えあう。

・これまでの経験について、現在完了、過去完了形や
いろいろな経験を表す表現などを用いて、情報や自分
の考え気持ちを即興で詳しく伝えあう。
・自分の好きな場所について、未来を表す表現や有名
なものを表す表現などを用いて、情報や自分の考え気
持ちを整理し、詳しく書く。

・活動の観察
・課題の提出状況　　　　・
プリントの取り組み状況

地理

 ５月
Lesson 2

TheNew Wave of Sports
10

・週末の予定について、情報や自分の考
え気持ちを伝えあうための多様な表現を
身に付ける。
・最新のことについて話したり書いたり
することができる。
・意欲的にコミュニケーションを行い，
自分のことを伝え，相手の言うことを理
解しようとする姿勢がみられる。

・週末の予定について、助動詞の表現やいろいろな予
定を表す表現を用いて、情報や自分の考えについて伝
える。
・最新のものについて助動詞＋have＋過去分詞
や　Be動詞＋to不定詞自分がこれからやりたいことに
ついて話す。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

 ６月

Lessn 3

The Future of

Technology

10

・印象深かった授業について、情報や自
分の考え気持ちを詳しく伝えあう。
・贈り物について、情報や自分の考え、
気持ちを伝え合う。
・意欲的にコミュニケーションを行い，
自分のことを伝え，相手の言うことを理
解しようとする姿勢がみられる。

・週末の予定について、助動詞の表現やいろいろな予
定を表す表現を用いて、情報や自分の考えについて伝
える。
・最新のものについて助動詞＋have＋過去分詞
や　Be動詞＋to不定詞自分がこれからやりたいことに
ついて話す。・週末の予定について書く。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

 ７月
Lesson 4

Rediscover Kabuki
10

・歌舞伎について、情報や自分の考え気
持ちを伝えあうための多様な表現を身に
付ける。
・日本の文化について、情報や自分の考
え気持ちを伝えあうための多様な表現を
身に付ける。

・日本の文化について、不定詞や日本文化を表す表現
などを用いて、情報や自分の考え気持ちを伝えあうこ
とができる。
・日本の文化について、知覚動詞、使役動詞や日本文
化を表す表現などを用いて、詳しく発表する。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

古典

科目名 使用教科書名（出版社）

茨城県立多賀学校　年間指導計画　（外国語科）

学校の教育目標

（１）  校訓「最善を尽くして颯爽たれ」及び校是「師弟同行・文武不岐」の精神に則り、「知・徳・体」の調和のとれたたくましい「人間力」を育む学校

（２）  授業を中心に、生徒一人一人の可能性の開発に努め、進路希望の着実な実現をサポートする学校

（３）  特別活動を中心に、よりよい社会づくりに貢献しようとする「市民性」を培うことにより、地域や保護者から信頼される学校

教科の目標

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）

　

〇理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）

　

〇どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

論理表現２ My WAY 　Logic and Expression　(三省堂）

CAN-DOリストに基づく

年度末の学習到達目標

聞くこと（L）　： 自分自身や日常生活のこと、社会問題などのトピックについての簡潔な説明を理解できる。

読むこと（R）　： 平易な表現を用いて書かれた人物描写、場所の説明、日常生活や文化の紹介などの説明文を理解できる。

話すこと〔やりとり〕（SI）　： 身近な話題について聞いた内容に関して、質問をしたり適切に答えたりできる。

話すこと〔発表〕（SP）　：  自分に直接関わりのある話題や、社会的な話題について、補助的な手段を用いながら基礎的な表現を用い説明できる。

書くこと（W）　： 自分の身の回りの出来事や社会的な話題について、根拠に基づいて文章を書ける。（80words程度）



9月

Lesson 5

Will Our Lives Change

with AI

10

・無人レジについて、情報や自分の考
え、気持ちを詳しく伝え合うための多様
な語句や文を身に着ける。
・将来の社会の状況と職業について、情
報や自分の考え気持ちを伝えあうことが
できる

・いろいろな科学技術について、動名詞や将来実現す
るかもしれないことを表す表現などを用いて、情報や
自分の考え気持ちを伝えあう。
・将来の社会の状況と職業について分詞構文を用い
て、情報や自分の考え気持ちを整理し、詳しく書く。

・プリントの取り組み状況
・パフォーマンステスト（書
くこと・プレゼンテーショ
ン）

情報

　10月

Lesson　6

Experience

Madagascar's  Wildlife

10

・ものの数や大きさなどについて、情報
や自分の考え、気持ちを詳しく伝え合う
ために多様な語句や文を身に着ける。
・マダガスカル島について、情報や自分
の考え、気持ちを詳しく伝え合うために
多様な語句や文を身に着ける。

・ものの数や大きさなどについて、比較や身近なもの
を表す表現などを用いて、情報や自分の考え気持ちを
詳しく伝え合うために多様な語句や文を身に着ける。
・世界や日本で有名な場所について、倍数表現、序数
最上級を用いて、情報や自分の考え、気持ちを詳しく
伝える。

・活動の観察
・評価問題
・プリントの取り組み状況

情報

 11月

Lesson 7

Can We Go and Live on

Mars ?

10

・火星について、情報や自分の考え、気
持ちを詳しく伝え合うために多様な語句
や文を身に着ける。
・火星での生活について、気持ちを詳し
く伝え合うために多様な語句や文を身に
着ける。

・火星での生活について、関係代名詞、関係副詞や火
星の環境を表す表現などを用いて、情報や自分の考
え、気持ちを詳しく伝え合う。　　　　　・火星での
生活について、関係代名詞、関係副詞や火星に住むた
めに乗り越えなければならない問題を表す表現などを
用いて、情報や自分の考え、気持ちを詳しく伝え合
う。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

地学

 12月
Lesson 8

Language and Society
10

・イギリスとカナダで使われる英語の違
いについて、情報や自分の考え、気持ち
を詳しく伝え合うために多様な語句や文
を身に着ける。
・もし〇〇がなかったら　というタイト
ルで、情報や自分の考えを詳しく伝える
ために多様な語句や文を身に着ける。

・外国について、仮定法や旅行先でできることを表す
表現などを用いて、情報や自分の考え、自分の考え、
気持などを詳しく伝え合う。
・もし〇〇がなかったら　というタイトルで、仮定法
の様々な表現やいろいろな出来事を表す表現などを用
いて、自分の考えを整理し、論理の構成や展開を工夫
して詳しく伝える。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

公民

　1月

Lesson 9

Send Our Love to the

World

10

・世界の貧困問題について、情報や自分
の考え、気持ちを詳しく伝え合うために
多様な語句や文を身に着ける。
・食の不均衡の問題について情報や自分
の考え、気持ちを詳しく伝え合うために
多様な語句や文を身に着ける。

・悩み事について、否定の表現やいろいろな経験・物
事を説明する表現などを用いて、情報や自分の考え、
気持ちなどを即興で詳しく伝え合う。
・社会問題について、代名詞を使った表現や世界の格
差を表す表現などを用いて、情報や自分の考えを整理
し、論理の構成や展開を工夫して書く。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況パ
フォーマンステスト（話すこ
と（発表））

地理・家庭科

　2月

Lesson　１０

Follow in Our Hero's

Footsteps

10

・医師の中村哲氏について、情報や自分
の考え、気持ちを詳しく伝え合うために
多様な語句や文を身に着ける。
・中村氏の功績について幸福・ストレス
について話したり書いたりすることがで
きる。
・意欲的にコミュニケーションを行い，
自分のことを伝え，相手の言うことを理
解しようとする姿勢がみられる。

・調べ学習で調べた事柄について、無生物主語構文や
物事の調べ方を表す表現などを用いて、情報を即興で
詳しく伝え合う。
・自分の関心のある人物について、thatを使った表現
や人物を説明する表現などを用いて、情報や自分の考
えを整理し、詳しく紹介する。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況

家庭科



 3月
プレゼンテーションをし

てみよう！
10

・あるテーマについて、情報や視覚的な
資料を集め、プレゼンテーションの原稿
を書くことができる。
・原稿をもとに、話す速さや強弱に注意
して、プレゼンテーションができる。

・心理や文化など、トピックを一つ決め、プレゼン
テーション原稿を作成する。
・原稿をもとに、グループまたはクラスでプレゼン
テーションをする。

・活動の観察
・評価問題　　　　　　　・
プリントの取り組み状況パ
フォーマンステスト（話すこ
と（発表））

公民

知識・技能 思考力・判断力・表現力

知識・技能 思考力・判断力・表現力

学習評価結果のABCの数の評価 学習評価結果のABCの数の評価

知識・技能 思考力・判断力・表現力

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

3月
Basic Skills　１，２，

３，４
15

・序論、本文、結論を含んだ論理展開が
なされ、明確かつ正確に伝えたい内容が

書ける。
・明確な論理展開で、資格資料を活用し
ながら、姿勢、アイコンタクト、話し方
を工夫しつつ、聞き手にわかりやすく情
報を伝えられる。　　　　　　・明確な
論理展開で、正確に自分の意見を伝え、
さらにほかの意見を聞い受け止めなが

ら，ゴール達成を目指して話し合いに貢
献する。

・序論、本文、結論を含んだ論理展開がなされ、明確
かつ正確に伝えたい内容を書く。

・明確な論理展開で、資格資料を活用しながら、姿
勢、アイコンタクト、話し方を工夫しつつ、聞き手に
わかりやすく情報を伝える。　　　　　　・明確な論
理展開で、正確に自分の意見を伝え、さらにほかの意
見を聞い受け止めながら，ゴール達成を目指して話し
合いに貢献する。・自分が好きな日本のものを勧める

文を書く。

・活動の観察  ・評価問題
・プリントの取り組み状況パ
フォーマンステスト（話すこ

と（発表））

定期考査

評価の観点

主体的に学習に取り組む態度

習得すべき知識や重要な概念等を理
解している。それらを既有の知識及
び技能と関連付けたり活用したりす
る中で、概念等として理解したり、
技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決するために
必要な思考力、判断力、表現力を身に着けてい
る。

知識及び技能を習得したり、思考力、判断力、
表現力等を身につけたりすることに向けた粘り
強い取組の中で、自らの学習を調整しようとし
ている。

学習評価の総括方法

主体的に学習に取り組む態度

学習評価結果のABCの数の評価

評価場面
各観点で用いる項目に○

主体的に学習に取り組む態度

小テスト 〇

実技テスト
パフォーマンステスト

〇

発表・作品制作 〇

課題等の提出内容 〇

レポートの提出内容 〇

学習に取り組む様子 〇

自己評価・相互評価

振り返りカード

その他
※文書で記入可


